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む
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び

一　

は
じ
め
に

　

国
際
的
な
犯
罪
対
策
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
、マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
の
取
締
り
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。﹁
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
﹂

と
い
う
用
語
は
、
も
と
も
と
は
犯
罪
者
の
間
で
用
い
ら
れ
て
い
た
隠
語
で
、
犯
罪
収
益
な
ど
の
﹁
汚
れ
た
﹂
資
金
を
、
堂
々
と
使
え
る
よ
う
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四

に
、
他
人
名
義
で
の
預
金
、
他
人
名
義
の
口
座
へ
の
送
金
、
両
替
、
投
資
、
換
金
な
ど
の
取
引
を
行
う
こ
と
で
、
そ
の
出
ど
こ
ろ
に
関
す
る

情
報
を
消
し
去
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た）

1
（

。
今
日
で
は
、﹁
所
得
の
存
在
、
違
法
な
源
泉
、
ま
た
は
所
得
税
法
の
不
正
な
適
用
を
隠
蔽
し
、

そ
の
収
入
を
合
法
で
あ
る
か
の
よ
う
に
装
う
プ
ロ
セ
ス）

2
（

﹂、
あ
る
い
は
、﹁
違
法
に
獲
得
さ
れ
た
収
益
（
す
な
わ
ち
、﹁
汚
れ
た
金
銭
﹂）
を
合

法
化
（
す
な
わ
ち
、﹁
洗
浄
﹂）
す
る
プ
ロ
セ
ス）

3
（

﹂
な
ど
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
は
、
一
般
に
、
①
犯
罪
か
ら
発
生
し
た

資
金
を
合
法
な
企
業
や
金
融
シ
ス
テ
ム
に
託
す
﹁
投
入
（placem

ent

）﹂、
②
資
金
の
出
ど
こ
ろ
を
不
明
瞭
に
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

架
空
取
引
に
資
金
を
用
い
る
﹁
多
層
化
（layering

）﹂、
③
金
融
シ
ス
テ
ム
の
合
法
な
資
金
と
混
ぜ
合
わ
せ
る
﹁
統
合
（integration

）﹂
の

三
段
階
に
分
け
て
理
解
さ
れ
て
い
る）

4
（

。
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
に
関
与
す
る
行
為
を
犯
罪
化
し
、
刑
事
規
制
の
対
象
と
す
る
根
拠
は
、
か
つ
て

は
薬
物
犯
罪
の
収
益
や
資
金
源
の
遮
断
に
求
め
ら
れ
て
い
た）

5
（

。
し
か
し
、
組
織
犯
罪
の
多
様
化
に
と
も
な
い
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
は
、
薬

物
犯
罪
以
外
の
犯
罪
も
含
め
た
組
織
犯
罪
の
収
益
や
資
金
源
の
遮
断
へ
、
さ
ら
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
は
、
テ
ロ
活
動
資
金
の
遮
断
も
加

え
た
形
へ
、
そ
の
意
義
を
徐
々
に
変
容
・
拡
大
さ
せ
て
い
る
。
今
や
、
毎
年
、
世
界
中
で
行
わ
れ
て
い
る
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
資
金
の

総
額
は
、固
く
見
積
も
っ
て
五
〇
〇
〇
億
ド
ル
、中
に
は
、一
兆
八
〇
〇
〇
億
ド
ル
に
上
る
と
い
っ
た
試
算
も
見
ら
れ
、国
際
通
貨
基
金（IM

F

）

は
、
そ
の
総
額
が
全
世
界
の
国
内
総
生
産
の
二
︱
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
と
指
摘
し
て
い
る）

6
（

。
も
は
や
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
は
、

単
に
、
重
大
な
犯
罪
の
抑
止
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
収
益
の
隠
蔽
や
偽
装
を
防
止
し
、
組
織
犯
罪
の
資
金
源
を
断
つ
た
め
に
処
罰
さ
れ
る

犯
罪
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
直
接
的
に
経
済
や
社
会
に
甚
大
な
危
害
を
も
た
ら
す
重
大
な
犯
罪
と
し
て
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る）

7
（

。
こ

の
た
め
、
世
界
各
国
は
、
協
調
し
て
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
取
締
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
あ
る）

8
（

。

　

そ
う
し
た
取
組
み
の
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
刑
事
規
制
の
動
向
で
あ
る）

9
（

。
後

に
詳
述
す
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
規
制
の
起
源
は
、
一
九
七
〇
年
銀
行
秘
密
法
（B

ank Secrecy A
ct 

of 1970

）
の
制
定
に
よ
っ
て
、
銀
行
に
対
し
て
、
高
額
の
金
融
取
引
の
内
国
歳
入
庁
へ
の
報
告
義
務
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
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そ
の
後
、
一
九
八
六
年
に
は
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
行
為
そ
の
も
の
を
犯
罪
と
す
る
規
定
が
導
入
さ
れ
、
本
格
的
な
刑
事
規
制
の
取
組
み

が
始
ま
っ
た
。
こ
の
規
定
に
は
、
今
日
ま
で
、
幾
度
と
な
く
改
正
が
加
え
ら
れ
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
規
制
の
強
化
が
図
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
に
過
去
四
〇
年
近
く
に
わ
た
っ
て
一
貫
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
き
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
規
制

は
、
日
本
を
含
む
他
国
で
の
取
組
み
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
正
し
い
理
解
は
、
日
本
の
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ

ン
グ
規
制
を
考
え
る
う
え
で
も
必
須
の
比
較
法
的
知
見
と
言
え
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
多
く
の
日
本
企
業
や
日
本
人
が
経
済

活
動
に
関
わ
っ
て
お
り
、
同
国
の
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
規
制
の
正
確
な
理
解
は
、
そ
う
し
た
企
業
や
人
々
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
と
っ

て
も
不
可
欠
な
素
養
と
言
え
よ
う
。
本
稿
は
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
に
立
っ
て
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
連
邦
レ
ベ
ル
に
お
け
る
マ
ネ

ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
の
刑
事
規
制
に
つ
い
て
、
そ
の
根
拠
規
定
で
あ
る
合
衆
国
法
典
第
一
八
編
一
九
五
六
条
お
よ
び
一
九
五
七
条
に
関
す
る

犯
罪
論
の
観
点
か
ら
の
考
察
を
中
心
に
、
多
角
的
な
検
討
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
今
日
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け

る
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
規
制
の
歩
み
を
概
略
し
た
の
ち
、
現
行
の
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
の
構
造
を
四
つ
の
類
型
に
整
理
し
て
概
観
す

る
。
そ
の
う
え
で
、
そ
れ
ら
の
犯
罪
の
成
立
要
件
に
つ
い
て
考
察
し
、
併
せ
て
同
罪
に
固
有
の
抗
弁
に
つ
い
て
も
目
を
向
け
る
こ
と
に
し
た

い
。

二　

マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
に
対
す
る
刑
事
規
制
の
歩
み
と
現
在
の
枠
組
み

一
　
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
に
対
す
る
刑
事
規
制
の
歩
み

　
１
　
一
九
七
〇
年
代　
　

前
述
し
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
刑
事
規
制
の
歩
み）
₁₀
（

は
、
一
九
七
〇

年
に
制
定
さ
れ
た
銀
行
秘
密
法）
₁₁
（

に
始
ま
る
。
同
法
は
、
通
貨
取
引
に
つ
い
て
の
文
書
足
跡
（paper trail

）
を
残
す
た
め
に
、
金
融
機
関
や
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一
二
六

個
人
に
対
し
て
公
的
機
関
へ
の
報
告
書
の
提
出
を
義
務
づ
け
、
違
反
行
為
に
対
す
る
罰
則
を
設
け
た
。
た
と
え
ば
、
金
融
機
関
に
対
し
て
は
、

一
万
ド
ル
以
上
の
取
引
を
行
っ
た
顧
客
に
関
す
る
﹁
通
貨
取
引
報
告
書
（C

urrency T
ransaction R

eport: C
T

R

）﹂
の
提
出
が
義
務
づ

け
ら
れ
た
。
他
方
で
、
個
人
に
対
し
て
は
、
海
外
に
口
座
を
も
つ
者
に
対
す
る
﹁
外
国
銀
行
お
よ
び
金
融
口
座
報
告
書
﹂
や
、
通
貨
や
金
融

商
品
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
内
外
へ
の
移
動
を
行
う
者
に
対
す
る
﹁
外
貨
預
金
残
高
報
告
書
﹂
の
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
資

金
の
流
れ
に
つ
い
て
記
録
に
残
し
、
報
告
を
義
務
づ
け
る
こ
と
で
、
金
融
機
関
を
通
じ
て
犯
罪
の
収
益
や
資
金
源
が
隠
蔽
さ
れ
た
り
、
偽
装

さ
れ
た
り
す
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
企
図
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

銀
行
秘
密
法
の
制
定
当
初
、
こ
う
し
た
取
引
記
録
の
保
存
や
公
的
機
関
へ
の
報
告
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
に
当
た
る
と
し
て
同
法
の
違

憲
性
を
争
う
訴
訟
が
相
次
い
だ
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
訴
訟
は
、
一
九
七
六
年
の
ミ
ラ
ー
・
ケ
ー
ス
合
衆
国
最
高
裁
判
所
判
決）
₁₂
（

が
、
そ
う
し

た
主
張
を
明
確
に
否
定
し
た
こ
と
で
収
束
に
向
か
っ
た）
₁₃
（

。
本
件
で
は
、
被
告
人
が
、
銀
行
秘
密
法
に
基
づ
き
銀
行
に
保
管
さ
れ
て
い
た
口
座

記
録
な
ど
を
証
拠
に
、
蒸
留
酒
の
密
造
や
酒
税
法
違
反
の
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。
被
告
人
は
、
銀
行
の
記
録
は
限
ら
れ
た
目
的
の
た
め
に
利
用

に
さ
れ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
合
理
的
な
期
待
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
侵
害
す
る
銀
行
記
録
の
公
的
機
関
へ
の
提
出
は

差
し
止
め
ら
れ
る
べ
き
と
主
張
し
た
が
、
第
一
審
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
中
部
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
は
、
被
告
人
の
主
張
を
斥
け
、
有
罪
を
言
い

渡
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
原
審
の
第
五
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
被
告
人
の
主
張
を
支
持
し
、
原
判
決
を
破
棄
し
た
。
そ
こ
で
、
検

察
側
の
上
訴
を
受
け
た
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
原
判
決
を
破
棄
し
、
被
告
人
に
有
罪
を
言
い
渡
し
た
。
本
判
決
の
法
廷
意
見
に
お
い
て
、

パ
ウ
エ
ル
裁
判
官
は
、
証
拠
と
し
て
銀
行
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
口
座
記
録
は
、
被
告
人
の
私
的
な
書
類
で
は
な
く
、
銀
行
の
業
務
記
録
で

あ
り
、
小
切
手
と
預
金
伝
票
は
機
密
情
報
で
は
な
く
、
銀
行
や
従
業
員
が
自
由
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
正
当
な
﹁
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
期
待
﹂
は
な
い
と
し
、
さ
ら
に
、
銀
行
の
記
録
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
捜
査
令
状
を
得
る
た
め
に
必
要
な
精
査
と
同
等
の

も
の
を
必
要
と
し
な
い
と
も
述
べ
た）
₁₄
（

。



（　
　
　
　

）

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

一
〇
九
九

三
一
二
七

　
⑵
　
一
九
八
〇
年
代　
　

一
九
八
〇
年
代
に
は
、
組
織
犯
罪
の
深
刻
化
や
犯
罪
組
織
に
よ
る
資
金
洗
浄
の
巧
妙
化
（
銀
行
機
密
法
の
適
用

を
回
避
す
る
た
め
に
、
取
引
額
の
細
分
化
や
銀
行
以
外
の
取
引
業
者
の
活
用
が
す
す
ん
だ
）
に
対
応
す
る
た
め
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
規

制
の
動
き
も
加
速
し
て
い
っ
た
。
ま
ず
、
一
九
八
二
年
に
は
、
銀
行
秘
密
法
が
改
正
さ
れ
、
報
告
義
務
の
対
象
と
な
る
﹁
金
融
機
関
﹂
に
、

旅
行
会
社
、
保
険
会
社
、
両
替
業
者
、
送
金
業
者
な
ど
が
含
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
九
八
三
年
に
は
、
組
織
犯
罪
に
関
す
る
大
統
領
委
員
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
同
委
員
会
は
、
翌
年
に
、﹃
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
コ
ネ
ク
シ

ョ
ン
（C

ash C
onnection

））
₁₅
（

﹄
と
題
す
る
中
間
報
告
書
を
公
表
し
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
深
刻
な
実
態
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
規
制
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
行
っ
た
。
同
じ
頃
、
ボ
ス
ト
ン
第
一
国
法
銀
行
（T

he F
irst N

ational B
ank of B

oston

）
が
、

犯
罪
組
織
に
関
連
す
る
可
能
性
の
高
い
資
金
一
二 

億
ド
ル
以
上
を
ス
イ
ス
銀
行
な
ど
に
海
外
送
金
し
な
が
ら
、
報
告
を
怠
っ
て
い
た
こ
と

が
発
覚
し
、
最
終
的
に
、
同
銀
行
は
、
銀
行
秘
密
法
違
反
の
罪
で
有
罪
の
訴
答
を
行
い
、
五
〇
万
ド
ル
の
罰
金
を
支
払
っ
た）
₁₆
（

。
こ
の
事
件
を

契
機
に
、
そ
れ
ま
で
銀
行
秘
密
法
の
報
告
義
務
と
真
剣
に
向
き
合
わ
ず
、
全
米
で
一
一
〇
〇
件
以
上
の
合
計
一
六
〇
〇
億
ド
ル
を
上
回
る
取

引
に
つ
い
て
報
告
義
務
を
怠
っ
て
き
た
金
融
機
関）
₁₇
（

へ
の
風
当
た
り
が
強
ま
る
と
同
時
に
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
規
制
を
求
め
る
気
運
が
急

速
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
た
気
運
の
高
ま
り
を
受
け
る
形
で
、
連
邦
議
会
は
、
一
九
八
六
年
に
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
規
制
法
（M

oney L
aundering 

C
ontrol A

ct of 1986

）
）
₁₈
（

を
制
定
し
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
行
為
そ
の
も
の
を
連
邦
犯
罪
と
す
る
規
定
（
合
衆
国
法
典
第
一
八
編
一
九
五

六
条
・
一
九
五
七
条
）
を
お
い
た
。
ま
た
、
同
法
は
、
同
時
に
、
銀
行
秘
密
法
で
定
め
ら
れ
た
通
貨
取
引
報
告
書
の
提
出
を
回
避
す
る
取
引

を
禁
止
し
て
、
銀
行
秘
密
法
違
反
に
対
す
る
民
事
没
収
お
よ
び
刑
事
没
収
を
導
入
し
、
銀
行
に
対
し
て
、
銀
行
秘
密
法
で
要
求
さ
れ
る
報
告

お
よ
び
記
録
保
管
要
件
を
遵
守
す
る
た
め
の
手
順
の
確
立
を
指
示
す
る
規
定
も
新
設
し
た
。

　

一
九
八
八
年
に
は
、
薬
物
濫
用
規
制
法
（D

rug A
buse A

ct of 1988

）
）
₁₉
（

に
よ
り
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
を
定
め
る
合
衆
国
法
典
第



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

一
一
〇
〇

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪

三
一
二
八

一
八
編
一
九
五
六
条
と
一
九
五
七
条
に
改
正
が
施
さ
れ
、
①
租
税
逋
脱
目
的
に
よ
る
特
定
の
不
法
活
動
の
収
益
に
関
連
す
る
金
融
取
引
が
処

罰
対
象
に
加
え
ら
れ
、
②
国
内
外
へ
の
資
金
輸
送
の
処
罰
対
象
行
為
に
﹁
転
送
（transm

it

）﹂
と
﹁
移
転
（transfer

）﹂
が
追
加
さ
れ
、

③
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
前
提
犯
罪
と
な
る
﹁
特
定
の
不
法
活
動
﹂
の
リ
ス
ト
に
新
た
な
犯
罪
類
型
が
追
加
さ
れ
、
④
﹁
お
と
り
捜
査
﹂

に
よ
る
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
が
犯
罪
化
さ
れ
、
⑤
犯
罪
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
一
万
ド
ル
以
上
の
価
値
の
財
産
の
金
融
取
引
に
従
事
す

る
こ
と
を
犯
罪
と
す
る
一
九
五
七
条
に
、
弁
護
士
費
用
の
支
払
い
な
ど
、﹁
合
衆
国
憲
法
修
正
第
六
条
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
る
弁
護
権

を
保
持
す
る
た
め
に
必
要
な
取
引
﹂
を
例
外
と
す
る
明
文
規
定
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
他
に
も
、
一
九
七
〇
年
銀
行
秘
密
法
の
対
象
と
な
る

金
融
機
関
の
定
義
を
、
自
動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
や
不
動
産
取
引
業
者
な
ど
に
ま
で
拡
大
し
て
、
大
口
通
貨
取
引
に
関
す
る
報
告
書
の
提
出
と
と

も
に
、
三
〇
〇
〇
ド
ル
を
超
え
る
金
融
商
品
の
購
入
者
の
身
元
確
認
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

　
⑶
　
一
九
九
〇
年
代　
　

一
九
九
〇
年
代
に
は
、
組
織
犯
罪
の
拡
大
に
伴
い
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
が
、
薬
物
犯
罪
だ
け
で
な
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
犯
罪
の
収
益
や
資
金
源
の
隠
蔽
や
偽
装
に
ま
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り）
₂₀
（

、
対
策
面
で
も
、
こ
う
し
た
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の

法
整
備
が
す
す
め
ら
れ
た
。

　

ま
ず
、
一
九
九
〇
年
に
、
財
務
省
は
、
省
内
に
、
法
執
行
機
関
に
よ
る
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
と
の
戦
い
の
支
援
の
た
め
の
情
報
収
集
に

当
る
専
門
部
局
と
し
て
、﹁
金
融
犯
罪
取
締
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（F

inancial C
rim

es E
nforcem

ent N
etw

ork ︹F
inC

E
N

︺）﹂
を
創
設
し
た
。

同
部
局
は
、
そ
れ
ま
で
内
国
歳
入
庁
が
果
た
し
て
い
た
、
銀
行
秘
密
法
に
よ
っ
て
金
融
機
関
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
現
金
取
引
報
告
な
ど

の
報
告
を
受
け
る
役
割
も
課
せ
ら
れ
、
記
録
保
管
お
よ
び
報
告
の
要
件
を
、
金
融
機
関
に
、
確
実
に
従
わ
せ
る
責
務
を
担
う
こ
と
と
さ
れ

た）
₂₁
（

。

　

一
九
九
二
年
に
は
、
ア
ナ
ン
ツ
ィ
オ
＝
ワ
イ
リ
ー
反
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
法
（A

nnunzio-W
ylie A

nti-M
oney L

aundering A
ct of 

1992

）
）
₂₂
（

が
制
定
さ
れ
、
銀
行
秘
密
法
違
反
の
制
裁
強
化
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
金
融
機
関
に
対
し
て
、
疑
わ
し
い
活
動
に
関
す
る
報
告
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同
志
社
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六
九
巻
七
号�

一
一
〇
一

三
一
二
九

書
の
提
出
お
よ
び
電
信
送
金
に
つ
い
て
の
確
認
と
記
録
の
保
存
が
義
務
化
さ
れ
た
。
ま
た
、
報
告
要
件
を
い
か
に
変
更
す
べ
き
か
に
関
す
る

助
言
を
与
え
た
り
、
金
融
機
関
か
ら
提
供
さ
れ
た
報
告
書
の
法
執
行
機
関
に
よ
る
使
用
を
金
融
機
関
の
代
表
者
に
通
知
し
た
り
、
規
制
の
効

果
を
高
め
る
た
め
の
規
制
要
件
の
変
更
案
に
つ
い
て
財
務
長
官
に
助
言
し
た
り
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
銀
行
秘
密
法
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
グ
ル

ー
プ
（B

ank Secrecy A
ct A

dvisory G
roup

）
が
新
設
さ
れ
た）
₂₃
（

。

　

一
九
九
四
年
に
は
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
鎮
圧
法
（M

oney L
aundering Suppression A

ct of 1994

）
）
₂₄
（

が
制
定
さ
れ
、
連
邦
の
銀

行
業
監
督
機
関
に
対
し
て
、
反
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
に
関
す
る
研
修
の
検
証
・
強
化
や
審
査
手
続
の
改
善
と
と
も
に
、
法
執
行
機
関
へ
の

事
例
照
会
手
続
の
見
直
し
・
強
化
が
求
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
通
貨
取
引
報
告
な
ど
の
報
告
義
務
を
免
脱
す
る
た
め
に
仕
組
ま
れ
た
取
引
を
犯

罪
と
し
て
処
罰
す
る
た
め
の
要
件
が
緩
和
さ
れ
、
従
来
、
免
脱
の
﹁
意
欲
を
も
っ
て
（w

illfully

）﹂
取
引
に
の
ぞ
ん
だ
場
合
の
み
に
成
立
し

た
報
告
義
務
免
脱
取
引
罪
が）
₂₅
（

、
免
脱
の
意
図
の
存
在
が
立
証
さ
れ
れ
ば
成
立
す
る
こ
と
と
さ
れ
た）
₂₆
（

。
さ
ら
に
、
多
様
化
す
る
金
融
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
に
対
す
る
規
制
が
強
化
さ
れ
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
所
有
者
ま
た
は
管
理
人
に
よ
る
登
録
と
、
す
べ
て
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
に
対
し
て
代
理
店
店
舗
の
リ
ス
ト
作
成
が
義
務
化
さ
れ
た
。
同
時
に
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
登
録
義
務
違
反
の
連
邦
犯
罪
化
が
実
施

さ
れ
た
。
加
え
て
、
各
州
に
対
し
て
も
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
適
用
さ
れ
る
統
一
法
制
の
採
択
が
奨
励
さ
れ
た
。

　

一
九
九
八
年
に
は
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
お
よ
び
金
融
犯
罪
対
策
法
（M

oney L
aundering and F

inancial C
rim

e Strategy A
ct 

of 1998

）
が
制
定
さ
れ
、銀
行
業
務
規
制
機
関
に
対
し
て
、検
査
官
向
け
の
反
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
研
修
の
開
発
が
求
め
ら
れ
た
。
ま
た
、

財
務
省
お
よ
び
そ
の
他
の
機
関
に
対
し
て
も
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
国
家
戦
略
の
策
定
が
求
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ

ン
グ
が
蔓
延
し
て
い
る
地
域
に
お
い
て
、
連
邦
、
州
、
地
方
レ
ベ
ル
で
の
法
執
行
活
動
を
集
中
さ
せ
る
た
め
に
、﹁
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ

お
よ
び
関
連
金
融
犯
罪
多
発
地
域
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（H

igh Intensity M
oney L

aundering and R
elated F

inancial C
rim

e A
rea

）﹂

を
創
設
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
は
、マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
に
効
果
的
に
対
応
す
る
た
め
に
、
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同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

一
一
〇
二

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪

三
一
三
〇

地
理
別
だ
け
で
な
く
、
業
界
部
門
、
金
融
機
関
、
ま
た
は
金
融
機
関
の
グ
ル
ー
プ
別
に
創
設
す
る
こ
と
も
可
能
と
さ
れ
た
。

　
⑷
　
二
〇
〇
〇
年
代　
　

二
〇
〇
〇
年
代
の
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
規
制
は
、
九
・
一
一
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
を
経
て
、
テ
ロ
対
策
と
し

て
の
位
置
づ
け
が
大
き
く
な
る
。
そ
の
象
徴
的
な
法
律
が
、
二
〇
〇
一
年
に
制
定
さ
れ
た
愛
国
者
法
（U

niting and Strengthening 

A
m

erica by P
roviding A

ppropriate Tools R
equired to Intercept and O

bstruct Terrorism
 A

ct

︹U
SA

 PA
T

R
IO

T
 A

ct

︺））
₂₇
（

で

あ
る
。
同
法
に
よ
る
テ
ロ
対
策
の
強
化
項
目
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、そ
の
一
つ
と
し
て
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
規
制
の
強
化
が
図
ら
れ
た（
同

法
第
三
章
は
、﹁
国
際
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
防
止
お
よ
び
金
融
テ
ロ
対
策
法
（International M

oney L
aundering A

batem
ent and 

A
nti-Terrorist F

inancing A
ct

）﹂
と
呼
ば
れ
て
い
る
）。
同
法
で
は
、
テ
ロ
へ
の
資
金
援
助
が
犯
罪
化
さ
れ
、
顧
客
識
別
手
続
を
強
化
す

る
こ
と
で
既
存
の
銀
行
秘
密
法
の
枠
組
み
が
強
化
さ
れ
た
。
ま
た
、
金
融
機
関
に
対
し
て
は
、
外
国
の
架
空
銀
行
と
の
取
引
が
禁
止
さ
れ
る

と
と
も
に
、
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
手
続
（
お
よ
び
外
国
取
引
先
や
民
間
銀
行
口
座
に
対
す
る
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
手
続
）
の
強
化
が
義

務
づ
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
政
府
機
関
の
情
報
共
有
と
金
融
機
関
の
間
の
自
発
的
な
情
報
共
有
を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
金
融
機
関
と
米

国
政
府
と
の
情
報
共
有
の
改
善
が
図
ら
れ
た
。
反
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
対
象
が
す
べ
て
の
金
融
機
関
に
拡
大
さ
れ
、
マ

ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
に
対
す
る
民
事
制
裁
お
よ
び
刑
事
制
裁
が
強
化
さ
れ
た
。
他
方
、
財
務
長
官
に
、﹁
重
大
な
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の

懸
念
﹂
が
認
め
ら
れ
る
管
轄
区
域
、
金
融
機
関
、
金
融
取
引
に
対
し
て
﹁
特
別
措
置
﹂
を
命
じ
る
権
限
が
付
与
さ
れ
た
。
銀
行
に
対
し
て
は
、

記
録
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
有
用
性
を
高
め
る
た
め
、
情
報
に
関
す
る
規
制
機
関
か
ら
の
要
請
に
一
二
〇
時
間
以
内
に
対
応
す
る
よ
う
に
義
務
づ

け
ら
れ
た
。
連
邦
銀
行
業
務
規
制
機
関
に
対
し
て
は
、
銀
行
合
併
、
買
収
、
お
よ
び
企
業
結
合
の
た
め
の
そ
の
他
の
申
請
を
検
討
す
る
際
に
、

銀
行
の
反
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
記
録
を
考
慮
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
た）
₂₈
（

。

　

二
〇
〇
四
年
に
は
、
諜
報
機
関
改
革
お
よ
び
テ
ロ
リ
ズ
ム
予
防
法
（Intelligence R

eform
 and Terrorism

 P
revention A

ct of 

2004

）
₂₉
（

）
の
制
定
に
よ
り
、
銀
行
秘
密
法
が
改
正
さ
れ
、
財
務
長
官
は
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
や
テ
ロ
資
金
調
達
と
の
闘
い
を
支
援
す
る
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社
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六
九
巻
七
号�

一
一
〇
三

三
一
三
一

た
め
に
﹁
合
理
的
に
必
要
﹂
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
特
定
の
金
融
機
関
に
国
境
を
越
え
た
電
子
送
金
の
報
告
を
命
じ
る
規
則
を
定
め
る

よ
う
に
求
め
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
は
、
二
〇
〇
七
年
に
発
生
し
た
世
界
金
融
危
機
へ
の
対
策
と
関
連
す
る
形
で
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ

対
策
が
強
化
さ
れ
た
。﹁
近
年
で
、
最
も
大
規
模
な
金
融
改
革
立
法）
₃₀
（

﹂
と
評
さ
れ
る
ド
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
・
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
改
革
お

よ
び
消
費
者
保
護
法
（D

odd-F
rank W

all Street R
eform

 and C
onsum

er P
rotection A

ct

）
）
₃₁
（

が
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
法
で
は
、

金
融
規
制
強
化
の
一
環
と
し
て
、
内
部
通
報
者
の
保
護
を
定
め
た
一
九
三
三
年
証
券
取
引
法
と
二
〇
〇
二
年
サ
ー
ベ
ン
ス
＝
オ
ク
ス
リ
ー
法

の
対
象
と
な
る
通
報
者
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
に
つ
い
て
も
、
内
部
通
報
者
は
、
不
利
益
禁
止
の

効
果
が
及
ぶ
対
象
と
な
る
と
と
も
に
、
財
産
的
制
裁
が
一
〇
〇
万
ド
ル
を
超
え
る
訴
訟
の
場
合
に
、
徴
収
さ
れ
た
罰
金
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト

か
ら
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
金
銭
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
報
奨
制
度
の
対
象
に
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
内
部
通
報
者
に
つ

い
て
は
、
二
〇
一
二
年
に
制
定
さ
れ
た
内
部
通
報
者
保
護
増
進
法
︹W

histleblow
er P

rotection E
nhancem

ent A
ct of 2012

︺
）
₃₂
（

に
よ

っ
て
、
さ
ら
に
保
護
の
対
象
の
拡
大
が
図
ら
れ
た
。

二
　
現
行
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
規
定
の
枠
組
み

　

マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
刑
事
規
制
を
定
め
た
規
定
は
、
行
為
者
が
資
金
源
の
偽
装
を
意
図
し
た
金
融
取
引
を
禁
止
す
る
合
衆
国
法
典
第

一
八
編
一
九
五
六
条
と
、
行
為
者
が
、
資
金
源
の
偽
装
を
意
図
し
て
い
た
か
否
か
に
関
ら
ず
、
犯
罪
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
一
万
ド
ル
を

超
え
る
財
産
の
取
引
を
禁
止
す
る
同
一
九
五
七
条
と
い
う
二
つ
の
規
定
か
ら
成
る
。
一
九
五
六
条
と
一
九
五
七
条
の
具
体
的
な
規
定
内
容
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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メ
リ
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合
衆
国
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マ
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三
一
三
二

第
一
八
編
一
九
五
六
条
　
金
融
商
品
の
洗
浄

⒜
　

⑴  

金
融
取
引
（financial transaction

）
に
関
わ
る
財
産
が
、
何
ら
か
の
不
法
活
動
（unlaw

ful activity

）
の
収
益
（proceeds

）
を
表
示
し

て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、

　
　

Ａ

　
　
　

ⅰ　

特
定
の
不
法
活
動
の
遂
行
を
促
進
す
る
意
図
、
も
し
く
は

　
　
　

ⅱ 　

一
九
八
六
年
国
内
歳
入
法
第
七
二
〇
一
条
も
し
く
は
第
七
二
〇
六
条
の
違
反
を
構
成
す
る
行
為
（conduct

）
に
従
事
す
る
意
図
で
、
ま
た

は
、

　
　

Ｂ　

取
引
が
、
全
体
と
し
て
、
も
し
く
は
部
分
的
に
、

　
　
　

ⅰ 　

特
定
の
不
法
活
動
の
収
益
の
性
質
（the nature

）、
所
在
（the location

）、
出
所
（the source

）、
所
有
関
係
（the ow

nership

）、

も
し
く
は
支
配
関
係
（the control
）
を
隠
蔽
も
し
く
は
偽
装
す
る
た
め
に
、
も
し
く
は
、

　
　
　

ⅱ　

州
法
も
し
く
は
連
邦
法
に
基
づ
く
取
引
報
告
の
要
求
を
回
避
す
る
た
め
に
、

　
　
　

計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、

　
　

 

実
際
に
、
特
定
の
不
法
活
動
の
収
益
に
関
連
す
る
金
融
取
引
を
実
施
し
、
ま
た
は
実
施
す
る
こ
と
を
試
み
た
者
は
、
何
人
も
、
五
〇
万
ド
ル
も
し

く
は
当
該
取
引
に
関
わ
る
財
産
の
二
倍
の
い
ず
れ
か
高
額
の
方
ま
で
の
罰
金
刑
、
も
し
く
は
二
〇
年
以
下
の
拘
禁
刑
ま
た
は
そ
の
両
方
の
刑
に
処

せ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。
本
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
適
用
上
、
金
融
取
引
の
い
ず
れ
か
一
つ
に
特
定
の
不
法
活
動
の
収
益
が
含
ま
れ
、
か
つ
、
そ
の
全
部

が
単
一
の
計
画
ま
た
は
準
備
の
一
部
で
あ
る
一
連
の
平
行
ま
た
は
従
属
取
引
で
あ
る
と
き
、
そ
の
金
融
取
引
は
、
特
定
の
不
法
活
動
の
収
益
に
関

連
す
る
と
み
な
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　

⑵　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
内
か
ら
国
外
へ
、
ま
た
は
国
外
か
ら
国
内
へ
、

　
　

Ａ　

特
定
の
不
法
活
動
の
遂
行
を
促
進
す
る
意
図
で
、
ま
た
は
、

　
　

Ｂ 　

輸
送
（transports

）、
送
信
（transm

its

）
も
し
く
は
移
転
（transfers

）
に
関
わ
る
支
払
手
段
（m

onetary instrum
ent

）
も
し
く
は
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資
金
（fund

）
が
、
何
ら
か
の
不
法
活
動
の
収
益
を
表
示
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
か
つ
、
そ
の
よ
う
な
輸
送
、
送
信
も
し
く
は
移
転
が
、

全
体
と
し
て
、
も
し
く
は
部
分
的
に
、

　
　
　

ⅰ　

特
定
の
不
法
活
動
の
収
益
の
性
質
、
所
在
、
出
所
、
所
有
関
係
、
も
し
く
は
支
配
関
係
を
隠
蔽
も
し
く
は
偽
装
す
る
た
め
に
、
も
し
く
は
、

　
　
　

ⅱ　

州
も
し
く
は
連
邦
法
に
基
づ
く
取
引
報
告
の
要
求
を
回
避
す
る
た
め
に
、

　
　

 　

計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、

　
　

 

支
払
手
段
も
し
く
は
資
金
の
輸
送
、
送
信
、
も
し
く
は
移
転
を
行
い
、
ま
た
は
、
輸
送
、
送
信
、
も
し
く
は
移
転
を
行
う
こ
と
を
試
み
た
者
は
、

何
人
も
、
五
〇
万
ド
ル
も
し
く
は
輸
送
、
送
信
も
し
く
は
移
転
に
関
連
す
る
支
払
手
段
も
し
く
は
資
金
の
二
倍
の
い
ず
れ
か
高
額
の
方
ま
で
の
罰

金
刑
、
も
し
く
は
二
〇
年
以
下
の
拘
禁
刑
ま
た
は
そ
の
両
方
の
刑
に
処
せ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。
Ｂ
に
定
め
ら
れ
た
犯
罪
へ
の
適
用
上
、
被
告
人

の
認
識
は
、
法
執
行
官
が
、
Ｂ
に
明
記
さ
れ
た
事
柄
が
事
実
で
あ
る
と
表
示
し
、
被
告
人
の
そ
の
後
の
発
言
ま
た
は
行
為
が
、
被
告
人
は 

そ
う
し

て
表
示
さ
れ
た
事
柄
が
事
実
で
あ
る
と
信
じ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
の
証
明
に
よ
っ
て
立
証
さ
れ
う
る
。

 

⑶　

何
人
も
、

　
　

Ａ　

特
定
の
不
法
活
動
の
遂
行
を
促
進
す
る
、

　
　

Ｂ�　

特
定
の
不
法
活
動
の
収
益
と
信
じ
ら
れ
た
財
産
の
性
質
、
所
在
、
出
所
、
所
有
関
係
、
も
し
く
は
支
配
関
係
を
隠
蔽
も
し
く
は
偽
装
す
る
、

ま
た
は
、

　
　

C　

州
法
も
し
く
は
連
邦
法
に
基
づ
く
取
引
報
告
の
要
求
を
回
避
す
る

　
　

 

意
図
で
、
特
定
の
不
法
活
動
の
収
益
と
表
示
さ
れ
た
財
産
、
ま
た
は
特
定
の
不
法
活
動
を
実
施
も
し
く
は
促
進
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た
財
産
に

関
連
す
る
金
融
取
引
を
実
施
し
、
ま
た
は
実
施
す
る
こ
と
を
試
み
た
者
は
、
本
編
に
基
づ
く
罰
金
刑
も
し
く
は
二
〇
年
以
下
の
拘
禁
刑
ま
た
は
そ

の
両
方
の
刑
に
処
せ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。
本
号
お
よ
び
⑵
号
の
適
用
上
、﹁
表
示
さ
れ
た
﹂
と
い
う
文
言
は
、
法
執
行
官
、
ま
た
は
、
本
条
の
違

反
行
為
の
捜
査
も
し
く
は
起
訴
の
権
限
を
有
す
る
連
邦
職
員
の
指
示
を
受
け
、
も
し
く
は
許
可
を
受
け
た
他
の
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る

表
示
を
意
味
す
る
。

⒝　

罰
︱
︱
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⑴ 　

総
論
︱
︱
ａ
項
１
号
も
し
く
は
ａ
項
３
号
、
も
し
く
は
一
九
五
七
条
に
記
さ
れ
て
い
る
取
引
、
ま
た
は
ａ
項
２
号
に
記
さ
れ
て
い
る
輸
送
、
送

信
も
し
く
は
移
転
を
実
行
し
、
ま
た
は
実
行
す
る
こ
と
を
試
み
た
者
は
、
何
人
も
、
合
衆
国
に
対
し
て
、

　
　

Ａ　

取
引
に
含
ま
れ
た
財
産
、
資
金
、
も
し
く
は
支
払
手
段
の
価
値
、
ま
た
は

　
　

Ｂ　

一
万
ド
ル

　
　

を
超
え
な
い
民
事
罰
の
責
任
を
負
う
。

　

⑵ 　

外
国
人
の
管
轄
権
︱
︱
外
国
人
に
対
す
る
手
続
の
執
行
が
、
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
ま
た
は
外
国
人
が
判
決
を
言
い
渡
さ
れ
た
国
の
法
律
に
基
づ

き
行
わ
れ
、
か
つ
、

　
　

Ａ　

外
国
人
が
、
⒜
項
に
基
づ
い
て
、
全
体
と
し
て
、
も
し
く
は
部
分
的
に
合
衆
国
に
お
い
て
行
わ
れ
た
金
融
取
引
に
関
連
す
る
犯
罪
を
実
行
し
、

　
　

Ｂ　

外
国
人
が
、
合
衆
国
の
裁
判
所
に
よ
る
没
収
命
令
の
発
効
に
よ
り
、
合
衆
国
が
所
有
権
を
有
す
る
財
産
を
横
領
し
、
ま
た
は
、

　
　

C　

外
国
人
が
、
合
衆
国
の
金
融
機
関
に
銀
行
口
座
を
保
持
す
る
金
融
機
関
で
あ
る
と
き
、

　
　

 

本
条
に
基
づ
い
て
下
さ
れ
た
判
決
ま
た
は
命
じ
ら
れ
た
罰
則
の
適
用
上
、
連
邦
地
方
裁
判
所
は
、
外
国
の
法
律
に
よ
り
認
可
さ
れ
た
金
融
機
関
を

含
む
、
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
外
国
人
に
対
す
る
管
轄
権
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

　

⑶ 　

資
産
に
対
す
る
裁
判
所
の
権
限
︱
︱
裁
判
所
は
、
本
条
に
基
づ
く
判
決
の
履
行
の
た
め
に
、
合
衆
国
内
に
お
い
て
被
告
人
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ

て
い
る
あ
ら
ゆ
る
銀
行
口
座
、
も
し
く
は
、
そ
の
他
の
財
産
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事
実
審
理
前
差
止
命
令
を
発
し
、
ま
た
は
、
そ
の
他
の

措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

⑷　

連
邦
財
産
保
全
管
理
人
︱
︱

　
　

Ａ 　

総
論
︱
︱
裁
判
所
は
、
第
九
八
一
条
も
し
く
は
第
九
八
二
条
に
基
づ
く
没
収
判
決
、
ま
た
は
特
定
の
不
法
活
動
の
被
害
者
に
対
す
る
被
害
弁

償
命
令
を
含
む
第
一
九
五
七
条
ま
た
は
本
条
ａ
項
に
基
づ
く
量
刑
を
執
行
す
る
た
め
、
そ
の
所
在
場
所
に
か
か
わ
ら
ず
、
Ｂ
に
従
い
、
被
告
人

の
す
べ
て
の
資
産
を
徴
収
し
、
調
整
し
、
保
管
し
、
管
理
し
、
所
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
連
邦
財
産
保
全
管
理
人
を
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

Ｂ　

任
命
お
よ
び
権
限
︱
Ａ
に
記
載
さ
れ
た
連
邦
財
産
保
全
管
理
人
は
︱
︱

　
　
　

ⅰ　

連
邦
検
察
官
ま
た
は
連
邦
も
し
く
は
州
の
規
制
当
局
者
の
申
請
に
よ
り
、当
該
事
案
に
つ
い
て
被
告
人
を
管
轄
す
る
裁
判
所
が
任
命
で
き
、
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ⅱ 　

裁
判
所
の
成
員
と
な
り
、連
邦
財
産
保
全
管
理
人
の
権
限
は
、合
衆
国
法
典
第
二
八
編
第
七
五
四
条
に
定
め
ら
れ
た
権
限
を
含
む
も
の
と
し
、

か
つ
、

　
　
　

ⅲ　

被
告
人
の
資
産
に
関
す
る
情
報
を
、

　
　
　
　

Ⅰ　

財
務
省
の
金
融
犯
罪
執
行
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
、
ま
た
は
、

　
　
　
　

Ⅱ 　

そ
う
し
た
要
請
が
司
法
長
官
の
方
針
お
よ
び
手
続
に
則
っ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
共
助
条
約
、
多
片
的
協
定
、
も
し
く
は
国
際
法
執

行
援
助
の
た
め
の
、
そ
の
他
の
取
決
め
に
従
っ
て
、
外
国
か
ら
、

　
　
　
　

入
手
す
る
た
め
に
要
請
書
を
出
す
、
連
邦
検
察
官
と
同
等
の
地
位
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

⒞　

本
条
の
適
用
に
際
し
て
、

 

⑴ 　
﹁
金
融
取
引
に
関
わ
る
財
産
が
、
何
ら
か
の
不
法
活
動
の
収
益
を
表
示
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
﹂
と
い
う
文
言
は
、
第
⑺
号
で
特
定
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
財
産
が
、
州
、
連
邦
、
ま
た
は
外
国
の
法
律
の
下
で
重
罪
を
構
成
す
る
一
定
の
形
式
（
ど
の
よ
う
な
形
式
か
は
問

わ
な
い
）
の
活
動
か
ら
の
収
益
で
形
成
さ
れ
た
取
引
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

⑵ 　
﹁
行
為
（conduct

）﹂
と
い
う
文
言
は
、
取
引
の
開
始
、
完
了
、
ま
た
は
、
そ
れ
ら
へ
の
関
与
を
含
む
。

 

⑶  
﹁
取
引
﹂
と
い
う
文
言
に
は
、
購
入
、
販
売
、
貸
付
、
誓
約
、
贈
与
、
移
転
、
配
達
ま
た
は
そ
の
他
の
処
分
が
含
ま
れ
、
金
融
機
関
に
関
し
て
は
、

預
金
、
引
出
し
、
口
座
間
の
振
替
、
通
貨
の
両
替
、
融
資
、
与
信
延
長
、
株
式
、
保
証
証
券
、
預
金
証
書
、
そ
の
他
の
支
払
手
段
の
購
入
も
し
く

は
売
却
、
貸
し
金
庫
の
使
用
、
ま
た
は
、
い
か
な
る
手
段
に
よ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
金
融
機
関
に
よ
る
、
金
融
機
関
を
通
じ
た
、
も
し
く
は
金

融
機
関
へ
の
そ
の
他
の
支
払
い
、
譲
渡
も
し
く
は
給
付
が
含
ま
れ
る
。

 

⑷ 　
﹁
金
融
取
引
﹂
と
い
う
文
言
は
、
Ａ
そ
の
方
法
も
し
く
は
程
度
を
問
わ
ず
、
ⅰ
電
信
も
し
く
は
そ
の
他
の
手
段
に
よ
る
資
金
の
移
動
に
関
連
し
、

も
し
く
は
、
ⅱ
一
つ
、
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
支
払
手
段
に
関
連
し
、
も
し
く
は
、
ⅲ
不
動
産
、
自
動
車
、
船
舶
も
し
く
は
飛
行
機
の
名
義
変
更

に
関
連
し
た
州
際
も
し
く
は
外
国
通
商
に
影
響
を
与
え
る
取
引
、
ま
た
は
Ｂ
そ
の
手
段
も
し
く
は
程
度
を
問
わ
ず
、
州
際
も
し
く
は
外
国
通
商
に

従
事
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
そ
の
影
響
を
受
け
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
金
融
機
関
の
使
用
に
関
連
し
た
取
引
を
意
味
す
る
。

 

⑸ 　
﹁
支
払
手
段
（m

onetary instrum
ent

）﹂
と
い
う
文
言
は
、
ⅰ
合
衆
国
も
し
く
は
そ
の
他
の
国
の
硬
貨
も
し
く
は
通
貨
、
ト
ラ
ベ
ラ
ー
ズ
チ
ェ
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ッ
ク
、
個
人
小
切
手
、
銀
行
小
切
手
お
よ
び
郵
便
為
替
、
ま
た
は
ⅱ
無
記
名
形
式
、
も
し
く
は
所
有
権
の
移
転
を
承
認
す
る
そ
れ
以
外
の
形
式
で

の
投
資
有
価
証
券
も
し
く
は
流
通
証
券
を
意
味
す
る
。

　

⑹　
﹁
金
融
機
関
﹂
と
い
う
文
言
は
、

　
　

Ａ　

合
衆
国
法
典
第
三
一
編
第
五
三
一
二
条
⒜
項
⑵
号
、
ま
た
は
そ
の
下
で
公
布
さ
れ
た
規
則
に
定
義
さ
れ
て
い
る
金
融
機
関
、 

お
よ
び

　
　

Ｂ　

一
九
七
八
年
国
際
銀
行
法
（
合
衆
国
法
典
第
一
二
編
第
三
一
〇
一
条
）
第
一
条
で
定
義
さ
れ
て
い
る
外
国
銀
行

　
　

を
含
む
。

　

⑺　
﹁
特
定
の
不
法
活
動
﹂
と
い
う
文
言
は
、

　
　

Ａ 　

第
三
一
編
第
五
三
章
Ⅱ
に
基
づ
き
正
式
起
訴
さ
れ
得
る
行
為
を
除
き
、
本
編
第
一
九
六
一
条
⑴
項
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
犯
罪
を
構
成
す
る
あ

ら
ゆ
る
行
為
ま
た
は
活
動
、

　
　

Ｂ　

全
体
と
し
て
、
ま
た
は
部
分
的
に
合
衆
国
に
お
い
て
行
わ
れ
た
金
融
取
引
に
関
し
て
は
、

　
　
　

ⅰ　

規
制
薬
物
（
そ
う
し
た
用
語
は
、
薬
物
規
制
法
に
定
義
さ
れ
て
い
る
）
の
製
造
、
輸
入
、
販
売
も
し
く
は
流
通
行
為
、

　
　
　

ⅱ　

謀
殺
、
誘
拐
、
強
盗
、
恐
喝
、
爆
発
物
や
火
力
に
よ
る
器
物
損
壊
、
も
し
く
は
（
第
一
六
条
で
定
義
さ
れ
て
い
る
）
暴
力
犯
罪
、

　
　
　

ⅲ 　
（
一
九
七
八
年
国
際
銀
行
法
第
一
条
⒝
項
第
七
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
定
義
さ
れ
て
い
る
）
外
国
銀
行
に
よ
る
、
も
し
く
は
外
国
銀
行
に
対
す
る
詐

欺
も
し
く
は
欺
罔
の
計
画
も
し
く
は
試
み
、

　
　
　

ⅳ 　

公
務
員
の
贈
収
賄
、
も
し
く
は
公
務
員
の
利
益
の
た
め
の
、
も
し
く
は
公
務
員
に
よ
る
公
的
資
金
の
流
用
、
窃
盗
も
し
く
は
横
領
、

　
　
　

ⅴ　

以
下
の
品
目
の
密
輸
も
し
く
は
輸
出
管
理
違
反
、

　
　
　
　

Ⅰ 　

武
器
輸
出
管
理
法
第
三
八
条
（
合
衆
国
法
典
第
二
二
編
第
二
七
七
八
条
）
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
た
米
国
軍
需
品
リ
ス
ト
上
で
管
理
さ

れ
る
品
目
、
も
し
く
は

　
　
　
　

Ⅱ　

輸
出
管
理
規
則
（
連
邦
行
政
命
令
集
第
一
五
編
七
三
〇
条
︱
七
七
四
条
）
に
基
づ
い
て
規
制
さ
れ
て
い
る
品
目
、

　
　
　

ⅵ 　

合
衆
国
が
、
多
国
間
条
約
に
よ
っ
て
、
犯
罪
者
が
合
衆
国
の
領
土
内
で
発
見
さ
れ
た
と
き
、
犯
人
を
逮
捕
も
し
く
は
起
訴
す
る
こ
と
を
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
犯
罪
、
ま
た
は
、



（　
　
　
　

）

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

一
一
〇
九

三
一
三
七

　
　
　

ⅶ　

人
身
売
買
、
子
供
の
売
買
、
子
供
の
性
的
搾
取
、
営
利
的
な
性
行
為
の
た
め
の
子
供
を
含
む
人
の
移
送
、
募
集
も
し
く
は
蔵
匿

　
　
　

に
関
す
る
外
国
人
に
対
す
る
犯
罪

　
　

C 　

薬
物
規
制
法
第
四
〇
八
条
（
合
衆
国
法
典
第
二
一
編
八
四
八
条
）
に
定
義
さ
れ
て
い
る
、
犯
罪
組
織
の
継
続
を
構
成
す
る
あ
ら
ゆ
る
行
為
ま

た
は
諸
行
為
、

　
　

D�　

本
編
第
三
二
条
（
航
空
機
の
損
壊
関
連
）、
第
三
七
条
（
国
際
空
港
で
の
暴
力
関
連
）、
第
一
一
五
条
（
家
族
へ
の
脅
迫
ま
た
は
傷
害
に
よ
る

連
邦
政
府
職
員
に
対
す
る
作
用
、
妨
害
ま
た
は
報
復
関
連
）、
第
一
五
二
条
（
資
産
の
隠
蔽
、
虚
偽
の
宣
誓
お
よ
び
賠
償
請
求
、
贈
収
賄
関
連
）、

第
一
七
五
ｃ
条
（
痘
瘡
ウ
イ
ル
ス
関
連
）、
二
一
五
条
（
ロ
ー
ン
の
調
達
に
対
す
る
手
数
料
ま
た
は
贈
答
関
連
）、
第
三
五
一
条
（
議
会
ま
た
は

閣
僚
の
暗
殺
関
連
）、第
五
〇
〇
条
か
ら
五
〇
三
条
の
い
ず
れ
か
（
一
定
の
偽
造
犯
罪
関
連
）、第
五
一
三
条
（
州
お
よ
び
民
間
企
業
の
証
券
関
連
）、

第
五
四
一
条
（
虚
偽
分
類
に
よ
る
商
品
関
連
）、
第
五
四
二
条
（
虚
偽
申
告
に
よ
る
商
品
の
輸
入
関
連
）、
第
五
四
五
条
（
合
衆
国
へ
の
商
品
の

密
輸
関
連
）、
第
五
四
九
条
（
税
関
の
保
管
か
ら
の
商
品
の
持
去
り
関
連
）、
第
五
五
四
条
（
合
衆
国
か
ら
の
商
品
の
密
輸
関
連
）、
第
五
五
五
条

（
国
境
ト
ン
ネ
ル
関
連
）、
第
六
四
一
条
（
公
的
資
金
、
財
産
ま
た
は
記
録
関
連
）、
第
六
五
六
条
（
銀
行
役
員
ま
た
は
従
業
員
に
よ
る
窃
盗
、
横

領
、
ま
た
は
不
正
流
用
関
連
）、
第
六
五
七
条
（
貸
金
、
信
販
お
よ
び
保
険
機
関
関
連
）、
第
六
五
八
条
（
農
業
信
用
機
関
に
対
し
て
抵
当
権
ま

た
は
質
権
設
定
し
た
財
産
関
連
）、
第
六
六
六
条
（
連
邦
基
金
を
受
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
窃
盗
ま
た
は
贈
収
賄
関
連
）、
第
七
九
三
条
、

第
七
九
四
条
も
し
く
は
第
七
九
八
条
（
ス
パ
イ
関
連
）、
第
八
三
一
条
（
核
物
質
に
関
連
す
る
禁
止
取
引
関
連
）、
第
八
四
四
条
⒡
項
も
し
く
は

⒤
項
（
政
府
財
産  

ま
た
は
、
州
際
も
し
く
は
外
国
通
商
に
影
響
を
与
え
る
財
産
の
爆
薬
物
ま
た
は
火
力
に
よ
る
損
壊
関
連
）、
第
八
七
五
条
（
州

際
通
信
関
連
）、
第
九
二
二
条
⒧
項
（
銃
器
の
不
法
輸
入
関
連
）、
第
九
二
四
条
⒩
項
（
銃
器
売
買
関
連
）、
第
九
五
六
条
（
外
国
に
お
け
る
一
定

の
人
ま
た
は
財
産
の
殺
害
、
誘
拐
、
損
壊
、
も
し
く
は
傷
害
に
関
す
る
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー
関
連
）、
第
一
〇
〇
五
条
（
銀
行
詐
欺
関
連
）、
第
一

〇
〇
六
条
（
詐
欺
的
な
連
邦
与
信
機
関
詐
欺
関
連
）、
第
一
〇
〇
七
条
（
連
邦
預
金
保
険
の
取
引
関
連
）、
第
一
〇
一
四
条
（
詐
欺
的
ロ
ー
ン
ま

た
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
申
請
関
連
）、
第
一
〇
三
〇
条
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
詐
欺
お
よ
び
濫
用
関
連
）
第
一
〇
三
二
条
（
金
融
機
関
の
管
理
人

（conservator

）、
管
財
人
（receiver

）、
清
算
機
関
（liquidating agent
）
か
ら
の
資
産
の
隠
蔽
関
連
）、
第
一
一
一
一
条
（
謀
殺
関
連
）、

第
一
一
一
四
条
（
合
衆
国
の
法
執
行
機
関
の
謀
殺
関
連
）、
第
一
一
一
六
条
（
外
国
公
務
員
、
公
賓
、
ま
た
は
国
際
的
に
保
護
さ
れ
た
者
の
謀
殺
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関
連
）、
第
一
二
〇
一
条
（
誘
拐
関
連
）、
第
一
二
〇
三
条
（
人
質
関
連
）、
第
一
三
六
一
条
（
政
府
財
産
の
故
意
の
損
壊
関
連
）、
第
一
三
六
三

条
（
特
別
領
海
お
よ
び
領
土
の
管
轄
権
内
の
財
産
損
壊
関
連
）、第
一
七
〇
八
条
（
郵
便
物
か
ら
の
窃
盗
）、第
一
七
五
一
条
（
大
統
領
暗
殺
関
連
）、

第
二
一
一
三
条
も
し
く
は
第
二
一
一
四
条
（
銀
行
お
よ
び
郵
便
強
盗
な
ら
び
に
窃
盗
関
連
）、
第
二
二
五
二
Ａ
条
（
児
童
ポ
ル
ノ
関
連
）
こ
こ
で

の
児
童
ポ
ル
ノ
の
内
容
は
、
性
的
に
露
骨
な
行
為
を
し
て
い
る
実
際
の
未
成
年
者
の
視
覚
的
描
写
で
あ
る
、
第
二
二
六
〇
条
（
合
衆
国
へ
の
輸

入
の
た
め
の
一
定
の
児
童
ポ
ル
ノ
の
制
作
）、
第
二
二
八
〇
条
（
海
上
航
行
に
対
す
る
暴
力
関
連
）、
第
二
二
八
一
条
（
海
上
固
定
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
に
対
す
る
暴
力
関
連
）、
第
二
三
一
九
条
（
著
作
権
侵
害
関
連
）、
第
二
三
二
〇
条
（
偽
造
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
輸
送
関
連
）、
第
二
三
三
二

条
（
合
衆
国
国
民
に
対
す
る
テ
ロ
行
為
関
連
）、
第
二
三
三
二
ａ
条
（
大
量
破
壊
兵
器
の
使
用
関
連
）、
第
二
三
三
二
ｂ
条
（
国
境
を
越
え
た
国

際
テ
ロ
行
為
関
連
）、
第
二
三
三
二
ｇ
条
（
航
空
機
の
破
壊
用
に
設
計
さ
れ
た
ミ
サ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
関
連
）、
第
二
三
三
二
ｈ
条
（
放
射
線
学
的

な
拡
散
装
置
関
連
）、 

第
二
三
三
九
Ａ
条
も
し
く
は
第
二
三
三
九
Ｂ
条（
テ
ロ
リ
ス
ト
に
対
す
る
物
質
的
支
援
提
供
関
連
）、第
二
三
三
九
Ｃ
条（
テ

ロ
資
金
供
与
関
連
）、
ま
た
は
第
二
三
三
九
Ｄ
条
（
外
国
テ
ロ
組
織
か
ら
の
軍
事
的
訓
練
関
連
）、
合
衆
国
法
典
第
四
九
編
第
四
六
五
〇
二
条
、

一
九
八
八
年
化
学
移
転
お
よ
び
人
身
売
買
法
の
重
罪
の
違
反
行
為
（
前
駆
物
質
お
よ
び
精
製
化
学
物
質
関
連
）、
一
九
三
〇
年
関
税
法
第
五
九
〇

条
（
合
衆
国
法
典
第
一
九
編
第
一
五
九
〇
条
）（
航
空
密
輸
関
連
）、
薬
物
規
制
物
法
第
四
二
二
条
（
薬
物
用
器
具
の
運
搬
関
連
）、
武
器
輸
出
管

理
法
第
三
八
条
⒞
項
（
違
反
犯
罪
関
連
）、
一
九
七
九
年
の
輸
出
管
理
法
第
一
一
条
（
違
反
関
連
）、
国
際
緊
急
経
済
権
限
法
第
二
〇
六
条
（
罰

則
関
連
）、
敵
国
と
の
取
引
に
関
す
る
法
律
第
一
六
条
（
犯
罪
お
よ
び
刑
罰
関
連
）、
二
〇
〇
八
年
食
品
栄
養
法
第
一
五
条
（
補
助
栄
養
援
助
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
給
付
金
詐
欺
関
連
）
の
五
〇
〇
〇
ド
ル
以
上
の
利
益
を
も
た
ら
す
数
量
を
伴
う
重
罪
の
違
反
行
為
、
一
九
四
九
年
住
宅
法
第
五
四

三
条
⒜
項
第
⑴
号
（equity skim

m
ing

関
連
）
の
あ
ら
ゆ
る
違
反
行
為
、
一
九
三
八
年
外
国
代
理
人
登
録
法
の
あ
ら
ゆ
る
重
罪
の
違
反
行
為
、

外
国
腐
敗
行
為
法
の
あ
ら
ゆ
る
重
罪
の
違
反
行
為
、
一
九
五
四
年
原
子
力
法
第
九
二
条
（
合
衆
国
法
典
第
四
二
編
第
二
一
二
二
条
）（
原
子
爆
弾

管
理
禁
止
関
連
）、
ま
た
は
、
二
〇
一
六
年
北
朝
鮮
制
裁
措
置
法
第
一
〇
四
条
⒜
項
（
北
朝
鮮
に
関
す
る
禁
止
措
置
関
連
）
に
基
づ
く
犯
罪
、

 
 

Ｅ  

連
邦
水
質
汚
濁
防
止
法
（
合
衆
国
法
典
第
三
三
編
第
一
二
五
一
条
以
下
）、海
洋
投
棄
禁
止
法
（
合
衆
国
法
典
第
三
三
編
一
四
〇
一
条
以
下
）、

船
舶
か
ら
の
汚
染
防
止
法
（
合
衆
国
法
典
第
三
三
編
一
九
〇
一
条
以
下
）、
飲
料
水
安
全
法
（
合
衆
国
法
典
四
二
編
三
〇
〇
ｆ
条
以
下
）、
も
し

く
は
、
資
源
保
護
回
収
法
（
合
衆
国
法
典
第
四
二
編
六
九
〇
一
条
以
下
）
の
重
罪
の
違
反
行
為
、
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Ｆ　

連
邦
医
療
犯
罪
に
関
連
す
る
犯
罪
を
構
成
す
る
あ
ら
ゆ
る
行
為
も
し
く
は
活
動
、
ま
た
は
、

　
　

Ｇ 　

違
反
行
為
や
関
連
行
為
に
関
わ
る
絶
滅
危
惧
種
ま
た
は
危
機
に
瀕
し
た
種
の
魚
も
し
く
は
野
生
生
物
、
生
産
物
、
種
目
も
し
く
は
物
質
が
、

適
用
上
、
総
額
が
一
万
ド
ル
を
超
え
る
価
値
を
有
す
る
と
き
、
一
九
七
八
年
絶
滅
危
惧
種
法
第
九
条
⒜
項
⑴
号
Ａ
、
Ｂ
、
C
、
D
、
Ｅ
も
し
く

は
Ｆ
（
合
衆
国
法
典
第
一
六
編
第
一
五
三
八
条
⒜
項
⑴
号
）、ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
保
護
法
第
二
二
〇
三
条
（
合
衆
国
法
典
第
一
六
編
第
四
二
二
三
条
）、

も
し
く
は
一
九
九
四
年
サ
イ
お
よ
び
ト
ラ
保
護
法
第
七
条
⒜
項
（
合
衆
国
法
典
第
一
六
編
第
五
三
〇
五
ａ
条
⒜
項
）
に
違
反
す
る
あ
ら
ゆ
る
行
為

　
　

を
意
味
す
る
。

　

⑻　
﹁
国
家
﹂
と
い
う
文
言
は
、
合
衆
国
の
諸
州
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
、
お
よ
び
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
州
、
準
州
、
ま
た
は
領
土
が
含
ま
れ
る
。

　

⑼ 　
﹁
収
益
﹂
と
い
う
文
言
は
、
何
ら
か
の
形
式
の
不
法
活
動
の
総
収
入
を
含
む
、
そ
う
し
た
活
動
が
も
と
に
な
っ
た
、
ま
た
は
、
そ
う
し
た
不
法
活

動
を
通
じ
て
、
直
接
も
し
く
は
間
接
に
獲
得
さ
れ
、
も
し
く
は
保
持
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
財
産
を
意
味
す
る
。

⒟ 　

本
条
の
い
か
な
る
規
定
も
、
本
条
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
に
加
え
て
、
刑
事
罰
を
科
す
ま
た
は
民
事
救
済
を
付
与
す
る
連
邦
、
州
ま
た
は
そ

の
他
の
法
律
の
条
項
に
優
先
す
る
も
の
で
は
な
い
。

⒠ 　

本
条
の
違
反
は
、
司
法
長
官
が
指
揮
す
る
司
法
省
の
成
員
お
よ
び
財
務
長
官
が
指
揮
す
る
財
務
省
の
成
員
に
よ
っ
て
、
必
要
に
応
じ
て
捜
査
が
行

わ
れ
、
国
土
安
全
保
障
省
が
管
轄
す
る
犯
罪
に
関
し
て
は
、
国
土
安
全
保
障
長
官
が
指
揮
す
る
国
土
安
全
保
障
省
の
成
員
に
よ
っ
て
、
ま
た
合
衆
国

郵
政
公
社
が
管
轄
す
る
犯
罪
に
関
し
て
は
、
郵
政
公
社
に
よ
っ
て
捜
査
が
行
わ
れ
る
。
財
務
長
官
、
国
土
安
全
保
障
長
官
お
よ
び
郵
政
公
社
の
そ
う

し
た
権
限
は
、
財
務
長
官
、
国
土
安
全
保
障
長
官
お
よ
び
郵
政
公
社
と
司
法
長
官
が
締
結
す
る
合
意
に
従
っ
て
行
使
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
⒞

項
⑺
号
Ｅ
に
定
め
ら
れ
た
犯
罪
を
含
む
本
条
の
違
反
行
為
は
、
司
法
長
官
が
指
揮
す
る
司
法
省
の
成
員
と
環
境
保
護
庁
の
連
邦
執
行
調
査
セ
ン
タ
ー

に
よ
っ
て
捜
査
が
行
わ
れ
る
。

⒡　

本
条
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
為
に
対
す
る
域
外
管
轄
権
は
、

　

⑴　

行
為
が
合
衆
国
市
民
に
よ
る
も
の
か
、
合
衆
国
市
民
以
外
の
市
民
の
場
合
、
そ
の
行
為
が
部
分
的
に
合
衆
国
内
で
行
わ
れ
る
と
き
、
お
よ
び

　

⑵　

取
引
ま
た
は
一
連
の
関
連
取
引
が
、
一
万
ド
ル
を
超
え
る
価
値
の
資
金
ま
た
は
支
払
手
段
に
関
連
す
る
と
き
、

　

に
認
め
ら
れ
る
。
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⒢ 　

金
融
機
関
へ
の
有
罪
判
決
の
通
知
︱
︱
司
法
長
官
は
、
金
融
機
関
ま
た
は
金
融
機
関
の
役
員
、
取
締
役
、
従
業
員
が
、
本
編
本
条
、
第
一
九
五
七

条
も
し
く
は
第
一
九
六
〇
条
ま
た
は
第
三
一
編
第
五
三
二
二
条
も
し
く
は
第
五
三
二
四
条
の
犯
罪
に
つ
い
て
有
罪
判
決
を
言
い
渡
さ
れ
た
と
き
、
そ

う
し
た
事
実
に
関
す
る
通
知
書
を
、
適
当
な
金
融
機
関
の
規
制
当
局
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

⒣ 　

本
条
ま
た
は
第
一
九
五
七
条
に
規
定
さ
れ
た
犯
罪
の
実
行
を
共
同
謀
議
し
た
者
は
、
何
人
も
、
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー
罪
の
対
象
と
な
る
犯
罪
を
実
行

し
た
者
と
同
様
の
刑
罰
を
科
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

⒤　

裁
判
地
︱
︱

 

⑴ 　

パ
ラ
グ
ラ
フ
⑵
に
規
定
さ
れ
た
場
合
を
除
き
、
本
条
ま
た
は
第
一
九
五
七
条
に
基
づ
く
犯
罪
に
対
す
る
起
訴
は
、

 
 

Ａ　

金
融
取
引
ま
た
は
金
銭
取
引
が
行
わ
れ
た
地
区
、
ま
た
は
、

 
 

Ｂ 　

 

被
告
人
が
、
特
定
の
不
法
行
為
の
収
益
を
当
該
地
区
か
ら
金
融
ま
た
は
金
銭
取
引
が
行
わ
れ
る
地
区
に
移
転
し
た
と
き
は
、
そ
の
特
定
の
不

法
行
為
に
対
す
る
公
訴
が
提
起
さ
れ
た
地
区

　

⑵ 　

本
条
ま
た
第
一
九
五
七
条
に
基
づ
く
犯
罪
の
未
遂
ま
た
は
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー
に
対
す
る
起
訴
は
、
⑴
号
に
基
づ
き
既
遂
に
達
し
た
犯
罪
に
対
し

て
裁
判
管
轄
の
あ
る
地
区
、
ま
た
は
、
未
遂
も
し
く
は
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー
を
促
進
す
る
行
為
が
実
行
さ
れ
た
そ
の
他
の
地
区
に
お
い
て
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

　

⑶ 　

本
条
の
適
用
上
、
有
線
通
信
ま
た
は
そ
の
他
の
方
法
に
よ
る
一
つ
の
場
所
か
ら
別
の
場
所
へ
の
資
金
の
移
転
は
、
単
一
の
継
続
的
な
取
引
を
構

成
す
る
も
の
と
す
る
。 

取
引
の
い
ず
れ
か
の
部
分
を
行
為
（
そ
の
用
語
は
⒞
項
⑵
号
に
定
義
さ
れ
て
い
る
）
し
た
者
は
、
何
人
も
、
取
引
が
行
わ

れ
た
地
区
に
お
い
て
起
訴
さ
れ
う
る
。

第
一
八
編
一
九
五
七
条
　
特
定
の
不
法
活
動
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
財
産
に
関
す
る
金
銭
取
引
へ
の
従
事

⒜ 　

⒟
項
に
定
め
ら
れ
た
状
況
の
い
ず
れ
か
に
お
い
て
、
認
識
を
も
っ
て
、
一
万
ド
ル
以
上
の
価
値
を
有
す
る
、
特
定
の
不
法
活
動
か
ら
も
た
ら
さ
れ

た
犯
罪
派
生
財
産
（crim

inally derived property

）
の
金
銭
取
引
（m

onetary transaction

）
に
従
事
し
、
ま
た
は
従
事
す
る
こ
と
を
試
み
た

者
は
、
何
人
も
、
⒝
項
の
規
定
に
基
づ
き
罰
す
る
も
の
と
す
る
。
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⒝
　

⑴ 　

⑵
号
に
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
を
除
き
、
本
条
に
基
づ
く
犯
罪
に
対
す
る
刑
罰
は
、
合
衆
国
法
典
第
一
八
編
に
基
づ
く
罰
金
刑
、
も
し
く
は
一

〇
年
以
下
の
拘
禁
刑
ま
た
は
そ
の
両
方
と
す
る
。
犯
罪
が
、（
第
六
七
〇
条
に
定
義
さ
れ
て
い
る
）
医
薬
製
品
の
販
売
予
備
に
関
連
す
る
と
き
、
当

該
犯
罪
に
対
す
る
刑
罰
は
、
本
項
に
基
づ
く
刑
罰
が
上
回
る
場
合
を
除
き
、
第
六
七
〇
条
に
基
づ
く
犯
罪
に
対
す
る
刑
罰
と
同
じ
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

⑵ 　

裁
判
所
は
、
⑴
号
に
基
づ
い
て
科
す
こ
と
が
で
き
る
罰
金
刑
の
代
わ
り
に
、
取
引
に
関
連
し
た
犯
罪
派
生
財
産
の
額
の
二
倍
以
下
の
罰
金
を
科

す
こ
と
が
で
き
る
。

⒞ 　

本
条
に
基
づ
く
犯
罪
の
訴
追
に
お
い
て
、
政
府
は
、
被
告
人
が
、
犯
罪
派
生
財
産
を
も
た
ら
し
た
犯
罪
が
、
特
定
の
不
法
活
動
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
必
要
は
な
い
。

⒟　

⒜
項
で
記
さ
れ
た
状
況
は
、

　

⑴　

本
条
に
基
づ
く
犯
罪
が
、
合
衆
国
内
も
し
く
は
合
衆
国
の
特
別
領
海
お
よ
び
領
土
の
管
轄
権
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
か
、
ま
た
は

　

⑵ 　

本
条
に
基
づ
く
犯
罪
が
、
合
衆
国
お
よ
び
そ
う
し
た
特
別
管
轄
区
域
外
で
行
わ
れ
る
が
、
被
告
人
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
民
（
本
編
第
三
〇
七
七

条
に
定
義
さ
れ
て
い
る
が
、
同
条
⑵
号
Ｄ
に
定
め
ら
れ
た
区
分
を
除
く
）
で
あ
る
と
き

　

で
あ
る
。

⒠ 　

本
条
の
違
反
は
、
司
法
長
官
が
指
揮
す
る
司
法
省
の
成
員
お
よ
び
財
務
長
官
が
指
揮
す
る
財
務
省
の
成
員
に
よ
っ
て
、
必
要
に
応
じ
て
捜
査
が
行

わ
れ
、
国
土
安
全
保
障
省
が
管
轄
す
る
犯
罪
に
関
し
て
は
、
国
土
安
全
保
障
長
官
が
指
揮
す
る
国
土
安
全
保
障
省
の
成
員
に
よ
っ
て
、
ま
た
米
国
郵

政
公
社
が
管
轄
す
る
犯
罪
に
関
し
て
は
、
郵
政
公
社
に
よ
っ
て
捜
査
が
行
わ
れ
る
。
財
務
長
官
、
国
土
安
全
保
障
長
官
お
よ
び
郵
政
公
社
の
そ
う
し

た
権
限
は
、
財
務
長
官
、
国
土
安
全
保
障
長
官
お
よ
び
郵
政
公
社
と
司
法
長
官
が
締
結
す
る
合
意
に
従
っ
て
行
使
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⒡　

本
条
の
適
用
に
際
し
て
、

　

⑴ 　
﹁
金
銭
取
引
﹂
と
い
う
文
言
は
、州
際
も
し
く
は
外
国
通
商
に
お
け
る
、ま
た
は
州
際
も
し
く
は
外
国
通
商
に
影
響
を
与
え
る
資
金
も
し
く
は
（
本

編
第
一
九
五
六
条
⒞
項
⑸
号
に
定
義
さ
れ
て
い
る
）
支
払
手
段
の
、（
本
編
第
一
九
五
六
条
に
定
義
さ
れ
て
い
る
）
金
融
機
関
に
よ
る
、
金
融
機
関
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を
通
じ
た
、
も
し
く
は
金
融
機
関
へ
の
預
金
（deposit

）、
引
出
し
（w

ithdraw
al

）、
口
座
間
の
振
替
（transfer

）、
ま
た
は
両
替
（exchange

）

を
意
味
し
、
本
編
第
一
九
五
六
条
⒞
項
⑷
号
Ｂ
に
基
づ
く
金
融
取
引
に
あ
た
る
取
引
を
含
む
。
た
だ
し
、
そ
の
文
言
に
は
、
合
衆
国
憲
法
修
正
第

六
条
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
弁
護
権
を
保
持
す
る
た
め
に
必
要
な
取
引
を
含
ま
な
い
。

　

⑵ 　
﹁
犯
罪
派
生
財
産
﹂
と
い
う
文
言
は
、
犯
罪
か
ら
獲
得
し
た
収
益
で
構
成
す
る
、
ま
た
は
犯
罪
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
収
益
に
由
来
す
る
財
産

を
意
味
す
る
。

　

⑶　
﹁
特
定
の
不
法
活
動
﹂
お
よ
び
﹁
収
益
﹂
と
い
う
文
言
は
、
本
編
第
一
九
五
六
条
に
あ
る
こ
れ
ら
の
用
語
の
意
味
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

　

こ
の
う
ち
、
一
九
五
六
条
は
、
①
国
内
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
お
よ
び
犯
罪
的
な
手
法
を
伴
う
取
引
へ
の
従
事
を
内
容
と
す
る
﹁
取
引
型

マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
﹂（
⒜
項
⑴
号
））
₃₃
（

、
②
国
際
的
な
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
お
よ
び
外
国
と
の
商
取
引
に
お
け
る
犯
罪
的
な
金
融
派
生
商

品
の
輸
送
を
内
容
と
す
る
﹁
輸
送
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
﹂（
⒜
項
⑵
号
））
₃₄
（

、
③
捜
査
機
関
に
よ
る
お
と
り
捜
査
の
対
象
と
な
る
取
引
を
内

容
と
す
る
﹁
お
と
り
捜
査
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
﹂（
⒜
項
⑶
号
）
）
₃₅
（

の
三
種
類
の
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
を
規
定
し
、
一
九
五
七
条
は
、

犯
罪
に
よ
る
一
万
ド
ル
以
上
の
価
値
を
も
つ
財
物
に
関
連
し
た
金
融
取
引
を
内
容
と
す
る
﹁
金
融
取
引
従
事
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
﹂
を

規
定
し
て
い
る
（
表
参
照
）。

　
⑴
　
取
引
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪　
　

一
九
五
六
条
⒜
項
⑴
号
に
よ
っ
て
禁
じ
ら
れ
た
犯
罪
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
為
が
金
融
取

引
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら）
₃₆
（

、
一
般
に
、
取
引
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
取
引
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
に
は
、

①
特
定
の
不
法
活
動
の
遂
行
を
促
進
す
る
意
図
で
行
わ
れ
た
取
引）
₃₇
（

、
②
一
九
八
六
年
国
内
歳
入
法
第
七
二
〇
一
条
ま
た
は
七
二
〇
六
条）
₃₈
（

の
違

反
を
構
成
す
る
行
為
に
従
事
す
る
意
図
で
行
わ
れ
た
取
引）
₃₉
（

、
③
特
定
の
不
法
活
動
の
収
益
の
性
質
、
所
在
、
出
所
、
所
有
関
係
、
ま
た
は
支

配
関
係
を
隠
蔽
ま
た
は
偽
装
す
る
た
め
に
計
画
さ
れ
た
取
引）
₄₀
（

、
お
よ
び
④
州
法
ま
た
は
連
邦
法
に
基
づ
く
取
引
報
告
の
要
求
を
回
避
す
る
た

め
に
計
画
さ
れ
た
取
引）
₄₁
（

の
四
種
類
の
取
引
が
当
た
る
。
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表
　
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
（
1956条

・
1957条

の
罪
）
の
成
立
要
件

メ
ン
ズ
・
レ
ア

ア
ク
ト
ゥ
ス
・
レ
ウ
ス

取
引
型

金
融
取
引
に
関
わ
る
財
産

が
、
何
ら
か
の
不
法
活
動

に
伴
う
収
益
で
形
成
さ
れ

て
い
る
こ
と
の
認
識

特
定
の
不
法
活
動
の
遂
行
を
促
進
す
る
意
図

実
際
に
、
特
定
の
不
法
活
動
の
収
益
に
関
連
す

る
金
融
取
引
を
実
施
し
、
ま
た
は
実
施
す
る
こ

と
を
試
み
る
こ
と

1986年
国
内
歳
入
法
第
7201条

ま
た
は
7206条

の
違
反
を
構
成
す

る
行
為
に
従
事
す
る
意
図

取
引
が
、

特
定
の
不
法
活
動
の
収
益
の
性
質
、
所

在
、
出
所
、
所
有
関
係
、
ま
た
は
支
配

関
係
を
隠
蔽
ま
た
は
偽
装
す
る
た
め
に

（
意
図
で
）、

全
体
と
し
て
、

ま
た
は
部
分

的
に
計
画
さ

れ
て
い
る
こ

と
の
認
識

州
法
ま
た
は
連
邦
法
に
基
づ
く
取
引
報

告
の
要
求
を
回
避
す
る
た
め
に
（
意
図

で
）、

輸
送
型

特
定
の
不
法
活
動
の
遂
行
を
促
進
す
る
意
図

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
内
か
ら
国
外
へ
、
ま
た
は
国

外
か
ら
国
内
へ
、
支
払
手
段
も
し
く
は
資
金
を

輸
送
、
転
送
、
も
し
く
は
移
転
し
、
ま
た
は
輸
送
、

転
送
、
も
し
く
は
移
転
を
行
う
こ
と
を
試
み
る

こ
と

輸
送
、
転
送
ま
た
は

移
転
が
、

特
定
の
不
法
活
動
の
収
益
の
性
質
、
所
在
、

出
所
、
所
有
関
係
、
ま
た
は
支
配
関
係
を
隠

蔽
ま
た
は
偽
装
す
る
た
め
に
（
意
図
で
）、

全
体
と
し
て
、
ま
た
は

部
分
的
に
計
画
さ
れ
て

い
る
こ
と
の
認
識

州
法
も
し
く
は
連
邦
法
に
基
づ
く
取
引
報
告

の
要
求
を
回
避
す
る
た
め
に
（
意
図
で
）、

お
と
り

捜
査
型

特
定
の
不
法
活
動
の
遂
行
を
促
進
す
る
意
図

特
定
の
不
法
活
動
の
収
益
と
表
示
さ
れ
た
財
産
、

ま
た
は
特
定
の
不
法
活
動
を
実
施
も
し
く
は
促

進
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た
財
産
に
関
連
す
る

金
融
取
引
を
実
施
し
、
ま
た
は
実
施
を
試
み
る

こ
と

特
定
の
不
法
活
動
の
収
益
と
信
じ
ら
れ
た
財
産
の
性
質
、
所
在
、
出
所
、
所
有
関
係
、
ま
た

は
支
配
を
隠
蔽
ま
た
は
偽
装
す
る
意
図

州
法
ま
た
は
連
邦
法
に
基
づ
く
取
引
報
告
の
要
求
を
回
避
す
る
意
図

金
融
取
引

従
事
型
犯
罪
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
1万
ド
ル
以
上
の
価
値
の
財
産
の
金
融
取
引
に
従
事
し
、
ま
た

は
従
事
す
る
こ
と
を
試
み
る
こ
と
の
認
識
（
※
）

犯
罪
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
1万
ド
ル
以
上
の

価
値
の
財
産
の
金
融
取
引
に
従
事
し
、
ま
た
は

従
事
す
る
こ
と
を
試
み
る
こ
と
（
※
）

　
　
　
　
　
※

 本
条
に
基
づ
く
犯
罪
が
、
合
衆
国
内
ま
た
は
合
衆
国
の
特
別
領
海
お
よ
び
領
土
の
管
轄
権
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
か
、
ま
た
は
そ
れ
以
外
の
場

所
で
行
わ
れ
た
が
、
被
告
人
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
民
の
場
合
に
の
み
成
立
。
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取
引
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
に
は
、
銀
行
に
よ
る
取
引
だ
け
で
な
く
、
合
衆
国
内
で
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
金
銭
ま
た
は
財
物
の

移
動
を
と
も
な
う
取
引
が
含
ま
れ
る
が
、
連
邦
法
に
よ
る
規
制
と
い
う
制
約
か
ら
、
州
際
通
商
ま
た
は
外
国
通
商
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
だ

け
が
そ
の
対
象
と
な
る）
₄₂
（

。
し
た
が
っ
て
、﹁
取
引
が
、
州
際
通
商
ま
た
は
国
際
通
商
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
﹂
が
、
犯
罪
成
立
要
件
と
な
る
。

　
⑵
　
輸
送
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪　
　

一
九
五
六
条
⒜
項
⑵
号
は
、
不
法
活
動
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
収
益
の
国
際
的
な
輸
送
、
送
信

ま
た
は
移
転
に
関
す
る
三
つ
の
異
な
る
形
態
を
﹁
輸
送
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
﹂
と
し
て
定
め
て
い
る）
₄₃
（

。
こ
こ
で
い
う
三
つ
の
形
態
と

は
、
①
犯
罪
行
為
を
促
進
す
る
意
図
で
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
内
か
ら
国
外
へ
、
ま
た
は
国
外
か
ら
国
内
へ
の
支
払
手
段
ま
た
は
資
金
の
輸
送
、

送
信
、
ま
た
は
移
転）
₄₄
（

、
②
輸
送
、
送
信
も
し
く
は
移
転
が
、
特
定
の
不
法
活
動
の
収
益
の
性
質
、
所
在
、
出
所
、
所
有
関
係
も
し
く
は
支
配

関
係
を
隠
蔽
ま
た
は
偽
装
す
る
た
め
に
、
全
体
と
し
て
、
も
し
く
は
部
分
的
に
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
た
う
え
で
の
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
内
か
ら
国
外
へ
、
ま
た
は
国
外
か
ら
国
内
へ
の
支
払
手
段
ま
た
は
資
金
の
輸
送
、
送
信
も
し
く
は
移
転）
₄₅
（

、
お
よ
び
③
輸
送
、
送
信
も
し

く
は
移
転
が
、
州
法
も
し
く
は
連
邦
法
に
基
づ
く
取
引
報
告
の
要
求
を
回
避
す
る
た
め
に
、
全
体
と
し
て
、
も
し
く
は
部
分
的
に
計
画
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
認
識
し
た
う
え
で
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
内
か
ら
国
外
へ
、
ま
た
は
国
外
か
ら
国
内
へ
の
支
払
手
段
ま
た
は
資
金
の
輸
送
、
送

信
ま
た
は
移
転）
₄₆
（

で
あ
る
。

　
⑶
　
お
と
り
捜
査
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪　
　

一
九
五
六
条
⒜
項
⑶
号
は
、
お
と
り
捜
査
の
対
象
と
な
る
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
を

定
め
た
規
定
で
あ
る
。
捜
査
機
関
に
よ
っ
て
組
織
犯
罪
対
策
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
る
お
と
り
捜
査
の
有
効
性
は
広
く
認
め
ら
れ
て
い
た

が
、
取
引
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
や
一
九
五
六
条
⒜
項
⑵
号
Ａ
の
場
合
を
除
く
輸
送
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
は
、
不
法
活
動
に
関

連
し
た
収
益
の
取
引
で
あ
り
、
か
つ
、
被
告
人
が
そ
の
事
実
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
を
成
立
要
件
と
し
て
い
た
た
め
、
捜
査
機
関
の
資
金
を

用
い
た
お
と
り
捜
査
は
、
そ
れ
ら
の
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
に
当
た
ら
な
い
（
し
た
が
っ
て
、
お
と
り
捜
査
で
は
取
り
締
ま
れ
な
い
）
と

解
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
一
九
八
八
年
の
薬
物
乱
用
規
制
法
に
よ
っ
て
一
九
五
六
条
が
改
正
さ
れ
た
際
、
⒜
項
に
新
た
に
⑶
号
が
追
加
さ
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れ
、
取
締
り
の
対
象
に
、
捜
査
機
関
に
よ
っ
て
、﹁
不
法
活
動
に
よ
る
収
益
と
表
示
さ
れ
た
財
産
等
に
関
連
す
る
金
融
取
引
﹂
を
、
マ
ネ
ー

ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
取
引
と
﹁
信
じ
た
﹂
場
合
に
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
と
し
て
取
り
締
ま
る
規
定
が
導
入
さ
れ
た）
₄₇
（

。
し
た
が
っ
て
、
一
九

五
六
条
⒜
項
⑶
号
は
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
に
対
す
る
お
と
り
捜
査
の
根
拠
規
定
と
し
て
の
側
面
も
有
す
る
。

　

お
と
り
捜
査
で
は
、
捜
査
官
や
捜
査
協
力
者
が
、
資
金
洗
浄
者
と
逆
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
取
引
（
違
法
な
取
引
の
資
金
源
が
合
法
で
あ

る
こ
と
を
隠
蔽
ま
た
は
偽
装
し
た
取
引
）
を
行
う
。
一
九
五
六
条
⒜
項
⑶
号
の
下
で
は
、
①
特
定
の
不
法
活
動
の
遂
行
を
促
進
す
る
意
図
、

②
特
定
の
不
法
活
動
の
収
益
と
表
示
さ
れ
た
財
産
の
性
質
、
所
在
、
出
所
、
所
有
関
係
、
も
し
く
は
支
配
関
係
を
隠
蔽
も
し
く
は
偽
装
す
る

意
図
、
ま
た
は
③
州
法
も
し
く
は
連
邦
法
に
基
づ
く
取
引
報
告
の
要
求
を
回
避
す
る
意
図
で
、
法
執
行
官
等
に
よ
っ
て
特
定
の
不
法
活
動
の

収
益
と
表
示
さ
れ
た
財
産
、
ま
た
は
特
定
の
不
法
活
動
を
実
施
も
し
く
は
促
進
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た
財
産
に
関
連
す
る
金
融
取
引
を
実

施
し
、
ま
た
は
実
施
を
試
み
た
と
き
に
、
お
と
り
捜
査
対
象
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
が
成
立
す
る
。
本
条
で
は
、
被
告
人
が
、
問
題
の

財
産
が
不
法
活
動
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
信
じ
て
い
る
こ
と
だ
け
で
良
い
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
お
と
り
捜
査
官
や
捜
査
協
力
者
は
、

お
と
り
捜
査
中
に
、
実
際
に
は
犯
罪
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
は
な
い
財
産
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る）
₄₈
（

。

　
４
　
金
融
取
引
従
事
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪　
　

一
九
五
七
条
は
、
故
意
に
、
犯
罪
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
一
万
ド
ル
以
上
の
価

値
を
有
す
る
財
物
に
関
連
し
、
か
つ
特
定
の
不
法
活
動
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
金
融
取
引
に
従
事
し
、
ま
た
は
従
事
し
よ
う
と
試
み
る
こ

と
を
禁
じ
て
い
る
。
受
領
者
が
、
実
際
に
資
金
を
両
替
し
た
り
、
洗
浄
し
た
り
し
て
、
隠
蔽
や
偽
装
を
す
る
こ
と
は
成
立
要
件
と
さ
れ
て
お

ら
ず
、
違
法
な
活
動
を
促
進
ま
た
は
隠
蔽
す
る
特
別
の
意
図
を
有
す
る
こ
と
も
要
し
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
う
し
た
資
金
を
金
融
シ
ス
テ
ム
の

中
で
用
い
る
こ
と
自
体
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う）
₄₉
（

。
こ
の
よ
う
に
一
九
五
七
条
の
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
の
処
罰
範
囲
は

極
め
て
広
範
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、日
常
的
な
経
済
取
引
ま
で
も
処
罰
範
囲
に
含
ま
れ
て
し
ま
う
と
の
懸
念
が
し
ば
し
ば
示
さ
れ
て
き
た
が
、

議
会
が
、
こ
う
し
た
懸
念
に
耳
を
傾
け
る
気
配
は
今
の
と
こ
ろ
見
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
広
範
な
行
為
を
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
の
一
類
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型
と
し
て
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
犯
罪
行
為
へ
の
関
与
の
疑
い
の
あ
る
者
と
の
日
常
的
な
商
取
引
の
抑
止
効
果
を
狙
っ
て
い
る
と
の
理

解
が
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
は
支
配
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う）
₅₀
（

。

　

一
九
五
七
条
⒡
項
⑴
号
は
、
同
条
の
定
め
る
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
成
立
要
件
で
あ
る
﹁
金
融
取
引
﹂
か
ら
、
弁
護
費
用
の
支
出
な

ど
）
₅₁
（

、
合
衆
国
憲
法
修
正
第
六
条
で
保
障
さ
れ
て
い
る
弁
護
権
の
保
持
に
必
要
な
取
引
を
除
く
旨
を
明
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
弁
護
人
が
、

マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
の
共
同
謀
議
に
加
わ
っ
て
い
た
場
合
は
、
弁
護
費
用
の
支
出
も
、﹁
金
融
取
引
﹂
の
成
立
要
件
を
満
た
す）
₅₂
（

。

　
５
　
刑
罰
と
没
収　
　

一
九
五
六
条
が
定
め
る
三
つ
の
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
の
法
定
刑
は
、
五
〇
万
ド
ル
も
し
く
は
当
該
取
引
に
関

わ
る
財
産
の
二
倍
の
い
ず
れ
か
高
額
の
方
ま
で
の
罰
金
刑
、
も
し
く
は
二
〇
年
以
下
の
拘
禁
刑
ま
た
は
そ
の
両
方
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら

の
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
に
対
し
て
は
、
民
事
お
よ
び
刑
事
没
収
命
令
が
下
さ
れ
う
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
五
七
条
が
定
め
る
金
融

取
引
従
事
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
の
法
定
刑
は
、
合
衆
国
法
典
第
一
八
編
に
基
づ
く
罰
金
刑
も
し
く
は
当
該
取
引
に
関
わ
る
財
産
の
二

倍
の
罰
金
刑
の
い
ず
れ
か
高
額
の
方
ま
で
、
も
し
く
は
一
〇
年
以
下
の
拘
禁
刑
ま
た
は
そ
の
両
方
で
あ
る
。
本
罪
に
対
し
て
も
、
刑
事
没
収

が
命
じ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
民
事
没
収
は
適
用
で
き
な
い
。

　

具
体
的
な
量
刑
は
、
通
常
、
事
案
ご
と
に
、
合
衆
国
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
決
定
さ
れ
る
。
合
衆
国
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、

宣
告
刑
は
、
予
め
犯
罪
類
型
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
犯
罪
レ
ベ
ル
と
犯
罪
者
の
前
科
前
歴
か
ら
決
定
さ
れ
る
。
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
の
犯

罪
レ
ベ
ル
は
、
①
基
本
的
な
経
済
犯
罪
の
犯
罪
レ
ベ
ル
を
算
出
す
る
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
二
Ｂ
一
・
一
の
規
定
を
用
い
て
導
き
出
さ
れ
た
レ

ベ
ル
に
、
八
を
加
算
し
て
導
か
れ
る
結
果
、
一
七
か
ら
二
三
と
な
る）
₅₃
（

。
こ
の
レ
ベ
ル
は
、
他
の
経
済
犯
罪
に
比
較
す
れ
ば
高
い
が
（
た
と
え

ば
、
賄
賂
罪
は
七
︱
一
二
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
は
八
、
恐
喝
罪
（blackm

ail

）
は
九
）、
薬
物
犯
罪
に
比
べ
れ
ば
低
く
（
た
と
え
ば
、
麻

薬
運
搬
罪
は
二
六
︱
三
八
）、
必
ず
し
も
犯
罪
の
重
さ
を
十
分
に
反
映
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
た
め
、
合
衆
国
量
刑
委
員
会
は
、

一
九
九
七
年
に
、
連
邦
議
会
に
対
し
て
、
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
正
し
、
一
〇
万
ド
ル
以
上
の
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
犯
罪
レ
ベ
ル
の
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三
一
四
七

引
上
げ
を
提
案
し
た）
₅₄
（

。
し
か
し
、
こ
の
提
案
は
、
議
会
の
支
持
を
受
け
ら
れ
ず
、
改
正
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら）
₅₅
（

、
そ
う
し
た
現
状

に
は
疑
問
の
声
も
聞
か
れ
る
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
裁
判
所
が
、
犯
罪
レ
ベ
ル
を
上
記
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
か
ら
で
は
な
く
、
マ
ネ
ー
ロ
ン

ダ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
洗
浄
さ
れ
た
資
金
を
も
た
ら
し
た
前
提
犯
罪
の
犯
罪
レ
ベ
ル
を
基
に
算
出
す
る
と
い
う
、
も
う
一
つ
の
プ
ロ
セ
ス
を
採

用
し
て
い
る）
₅₆
（

。

　

他
方
に
お
い
て
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
に
つ
い
て
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
適
用
さ
れ
る
事
例
の
中
に
は
、
組
織
犯
罪
の
資
金
の
隠
蔽

で
は
な
く
、
月
並
み
な
詐
欺
の
収
益
を
銀
行
に
預
け
た
だ
け
の
よ
う
な
も
の
も
含
ま
れ
る）
₅₇
（

。
こ
う
し
た
事
案
に
つ
い
て
、
形
式
的
に
合
衆
国

量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
適
用
す
る
こ
と
で
、
宣
告
刑
が
重
く
な
り
す
ぎ
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
、
判
例
の
中
に
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
適

用
す
る
前
に
、
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
立
法
者
意
思
や
注
釈
な
ど
か
ら
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
行
為
を
確
認

す
る
﹁
核
心
の
検
討
（heartland analysis

））
₅₈
（

﹂
を
行
い
、
そ
う
し
た
検
討
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
範
囲
を
下
回
る

量
刑
を
行
う
プ
ロ
セ
ス
を
採
用
す
る
も
の
も
見
ら
れ
る）
₅₉
（

。

三　

マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
の
成
立
要
件

　

合
衆
国
法
典
第
一
八
編
一
九
五
六
条
と
一
九
五
七
条
に
定
め
ら
れ
た
四
つ
の
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
の
成
立
要
件
は
、
重
複
す
る
部
分

が
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
の
成
立
要
件
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
可
能
な
限
り
包
含

す
る
形
で
、
①
認
識
と
②
意
図
と
い
う
メ
ン
ズ
・
レ
ア
（
主
観
的
犯
罪
成
立
要
件
）、
③
特
定
の
不
法
活
動
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
収
益
に
関

連
し
た
金
融
取
引
の
存
在
と
い
う
ア
ク
ト
ゥ
ス
・
レ
ウ
ス
（
客
観
的
犯
罪
成
立
要
件
）
の
三
つ
に
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
内
容
に

つ
い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い）
₆₀
（

。
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志
社
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六
九
巻
七
号�

一
一
二
〇

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪

三
一
四
八

一
　
認
　
　
識

　
１
　
現
実
の
認
識　
　

四
つ
の
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
は
、い
ず
れ
も
﹁
認
識
﹂
の
存
在
を
成
立
要
件
と
し
て
明
確
に
要
求
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
一
九
五
六
条
⒜
項
⑴
号
が
定
め
る
取
引
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
は
、
被
告
人
が
、﹁
金
融
取
引
に
関
わ
る
財
産
が
、
何
ら

か
の
不
法
活
動
の
収
益
を
表
示
し
て
い
る
﹂
と
現
実
に
認
識
し
て
い
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
一
九
五
六
条
⒞
項
第
⑴
号
は
、
そ
の
意
味
に
つ

い
て
、﹁
財
産
が
、
州
、
連
邦
、
ま
た
は
外
国
の
法
律
の
下
で
重
罪
を
構
成
す
る
一
定
の
形
式
（
ど
の
よ
う
な
形
式
か
は
問
わ
な
い
）
の
活

動
か
ら
の
収
益
で
形
成
さ
れ
た
取
引
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
﹂
と
規
定
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
同
号
の
規
定
に
よ

れ
ば
、
被
告
人
が
、
収
益
を
生
み
出
し
た
犯
罪
の
種
類
を
具
体
的
に
認
識
す
る
こ
と
ま
で
は
要
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
判
例
は
、
被

告
人
が
、
不
法
活
動
に
つ
い
て
、
軽
罪
で
は
な
く
重
罪
で
あ
る
と
明
確
に
認
識
し
て
い
る
こ
と
も
求
め
な
い）
₆₁
（

。

　

一
九
五
七
条
に
お
い
て
も
、
犯
罪
者
が
﹁
認
識
を
も
っ
て
﹂、
犯
罪
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
財
産
に
関
す
る
金
融
取
引
に
従
事
し
、
ま

た
は
従
事
す
る
こ
と
を
試
み
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
規
定
ぶ
り
か
ら
、
一
九
五
六
条
と
異
な
り
、
財
産
を
生
み
出
し
た
犯

罪
が
、
重
罪
で
あ
る
こ
と
ま
で
の
認
識
は
不
要
と
な
る
。
ま
た
、
一
九
五
六
条
と
同
様
、
金
融
取
引
の
際
に
、
行
為
者
が
、
財
産
が
い
か
な

る
犯
罪
活
動
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
か
と
い
う
点
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
ま
で
は
要
し
な
い
。
さ
ら
に
、
行
為
者
が
、
取
引
を
計
画
し
た

こ
と
も
成
立
要
件
で
は
な
い
。

　

原
則
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
認
識
は
、
状
況
証
拠
に
よ
っ
て
も
立
証
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
近
時
の
判
例
に
お
い
て
も
、

被
告
人
が
、
匿
名
を
維
持
す
る
た
め
に
、
オ
フ
シ
ョ
ア
勘
定
取
引
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
て
行
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
か
ら
、
違

法
な
資
金
源
で
あ
る
と
の
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
認
可
能
と
さ
れ
た
り）
₆₂
（

、
麻
薬
の
売
人
が
、
運
び
屋
へ
の
報
酬
の
支
払
い
を
仲
間
に
頼
ん

だ
事
実
か
ら
、
支
払
い
が
薬
物
の
収
益
を
用
い
て
な
さ
れ
た
と
の
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
認
可
能
と
さ
れ
た
り）
₆₃
（

し
て
い
る）
₆₄
（

。

　
２
　
故
意
の
目
隠
し　
　

こ
の
よ
う
に
取
引
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
お
よ
び
金
融
取
引
従
事
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
は
、﹁
現
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三
一
四
九

実
の
認
識
﹂
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
要
求
は
、﹁
認
識
し
て
い
る
べ
き
で
あ
っ
た
﹂、
あ
る
い
は
﹁
無
謀
に
無
視
し
て
い
た
﹂
と
い
う

だ
け
で
は
充
足
さ
れ
な
い）
₆₅
（

。
た
だ
し
、
判
例
の
中
に
は
、
こ
れ
ら
の
﹁
認
識
﹂
の
存
在
は
、﹁
故
意
の
目
隠
し
（w

illful blindness

）﹂
を

証
明
す
る
こ
と
で
満
た
さ
れ
る
と
判
断
し
た
も
の
も
あ
る）
₆₆
（

。
そ
の
場
合
に
は
、
両
罪
の
成
立
に
必
要
な
認
識
の
存
在
を
直
接
立
証
で
き
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
被
告
人
が
、
そ
う
し
た
認
識
に
至
ら
な
い
よ
う
に
、
あ
え
て
事
実
か
ら
目
を
背
け
て
い
た
こ
と
が
立
証
さ
れ
れ
ば
、
認
識

の
要
件
は
充
足
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る）
₆₇
（

。
た
と
え
ば
、
二
〇
一
四
年
の
ア
ド
ル
ノ
＝
モ
リ
ー
ナ
・
ケ
ー
ス）
₆₈
（

に
お
い
て
も
、﹁
故
意
の
目
隠
し
﹂

に
基
づ
く
被
告
人
の
認
識
の
認
定
が
肯
定
さ
れ
た
。
本
件
の
事
実
は
、
自
動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ

っ
た
被
告
人
が
、
麻
薬
密
売
の
収
益
に
関
す
る
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー
罪
で
起
訴
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
一

審
の
プ
エ
ル
ト
リ
コ
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
で
は
、
裁
判
官
に
よ
っ
て
、
陪
審
に
﹁
故
意
の
目
隠
し
﹂
を
認
め
る
説
示
が
行
わ
れ
、
最
終
的

に
、
被
告
人
に
有
罪
が
言
い
渡
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
人
側
が
、﹁
故
意
の
目
隠
し
﹂
の
説
示
を
不
当
と
主
張
し
、
控
訴
し
た
。

こ
れ
を
受
け
た
第
一
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
①
自
動
車
の
購
入
に
身
代
わ
り
の
者
を
使
っ
て
い
た
こ
と
、
②
密
売
組
織
の
車
両
調
達

係
と
被
告
人
の
間
で
、
現
金
の
受
け
渡
し
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
③
調
達
さ
れ
た
車
両
が
、
密
売
組
織
の
犯
罪
に
関
わ
っ
て
い
た

こ
と
は
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー
罪
の
認
識
に
つ
い
て
﹁
故
意
の
目
隠
し
﹂
を
用
い
る
十
分
な
根
拠
と
な
り
う
る
旨
を

述
べ
て）
₆₉
（

、
本
件
に
お
い
て
﹁
故
意
の
目
隠
し
﹂
に
つ
い
て
の
説
示
を
行
っ
た
原
審
を
支
持
し
、
被
告
人
の
控
訴
を
斥
け
た
。

　
﹁
認
識
す
べ
き
で
あ
っ
た
﹂、﹁
無
謀
に
無
視
し
た
﹂
と
﹁
故
意
に
目
隠
し
し
た
﹂
の
区
別
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
容
易
で
は
な
い
と
の
指
摘

も
見
ら
れ
る）
₇₀
（

。
そ
う
し
た
場
合
、
犯
罪
の
成
否
は
、
最
終
的
に
、
事
実
認
定
に
帰
す
こ
と
に
な
る
。
判
例
の
傾
向
に
従
え
ば
、
そ
の
際
に
、

﹁
故
意
の
目
隠
し
﹂
を
認
定
す
る
た
め
に
は
、
自
ら
が
扱
う
現
金
や
支
払
手
段
が
、
何
ら
か
の
不
法
活
動
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
い
う
認
識
の
存
在
が
立
証
さ
れ
れ
ば
足
り
る）
₇₁
（

。
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一
五
〇

二
　
意
　
　
図

　

⑴
　
四
つ
の
意
図　
　

取
引
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
の
成
立
に
は
、
前
述
し
た
﹁
認
識
﹂
に
加
え
て
、
①
特
定
の
違
法
行
為
を
促
進

す
る
意
図
、
②
一
九
八
六
年
国
内
歳
入
法
第
七
二
〇
一
条
も
し
く
は
七
二
〇
六
条
の
違
反
を
構
成
す
る
行
為
に
従
事
す
る
意
図
、
③
特
定
の

不
法
活
動
の
収
益
の
性
質
、
所
在
、
出
所
、
所
有
関
係
も
し
く
は
支
配
関
係
を
隠
蔽
す
る
意
図
、
ま
た
は
④
州
法
も
し
く
は
連
邦
法
に
基
づ

く
取
引
報
告
の
要
求
を
回
避
す
る
意
図
と
い
う
四
つ
の
意
図
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
一
つ
の
存
在
が
、
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
て
立
証
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い）
₇₂
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、
輸
送
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
お
よ
び
お
と
り
捜
査
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
の
成
立
に
は
、

前
述
の
四
つ
の
意
図
か
ら
、
②
一
九
八
六
年
国
内
歳
入
法
第
七
二
〇
一
条
も
し
く
は
七
二
〇
六
条
の
違
反
を
構
成
す
る
行
為
に
従
事
す
る
意

図
を
除
く
、
三
つ
の
意
図
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
一
つ
の
存
在
に
つ
い
て
立
証
が
必
要
と
さ
れ
る
。
他
方
に
お
い
て
、
金
融
取
引
従
事
型
マ
ネ

ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
は
、
意
図
を
成
立
要
件
と
し
て
い
な
い
。

　

検
察
が
有
罪
判
決
を
勝
ち
取
る
た
め
に
は
、
成
立
要
件
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
複
数
の
意
図
の
う
ち
一
つ
を
立
証
す
れ
ば
よ
い
が
、
同

一
の
正
式
起
訴
の
中
で
、
複
数
の
意
図
で
起
訴
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る）
₇₃
（

。
取
引
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
や
輸
送
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ

ン
グ
罪
の
成
立
に
と
っ
て
、
何
に
つ
い
て
、
ど
こ
ま
で
意
図
の
内
容
を
立
証
す
る
必
要
が
あ
る
か
が
問
題
に
な
り
得
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、

被
告
人
の
身
元
を
隠
蔽
す
る
意
図
ま
で
必
要
な
わ
け
で
は
な
い）
₇₄
（

。
ま
た
、
二
〇
〇
八
年
の
キ
ュ
ラ
ー
・
ケ
ー
ス
合
衆
国
最
高
裁
判
所
判
決）
₇₅
（

は
、

③
と
④
の
形
態
の
輸
送
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
の
要
件
で
あ
る
﹁
隠
蔽
す
る
意
図
﹂
に
つ
き
、
検
察
は
、
被
告
人
が
違
法
な
資
金
を
合

法
に
見
せ
よ
う
と
試
み
た
こ
と
を
立
証
す
る
必
要
は
な
い
と
す
る
一
方
で
、
被
告
人
が
資
金
を
隠
す
た
め
に
相
当
な
努
力
を
費
や
し
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
と
し
て
も
、
単
な
る
輸
送
中
の
資
金
を
隠
し
た
以
上
の
こ
と
を
実
行
し
た
と
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
し
、
有

罪
判
決
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
輸
送
の
目
的
が
、
資
金
の
﹁
性
質
、
所
在
、
出
所
、
所
有
関
係
ま
た
は
支
配
関
係
﹂
の
隠
蔽
ま
た
は
偽
装

に
あ
っ
た
こ
と
が
立
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
判
断
を
示
し
た）
₇₆
（

。
同
様
の
立
証
は
、
取
引
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
に
お
い
て
も
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必
要
と
な
る）
₇₇
（

。

　
⑵
　
非
典
型
的
取
引
と
意
図　
　

意
図
以
外
の
一
九
五
六
条
の
犯
罪
の
す
べ
て
の
要
件
が
満
た
さ
れ
た
場
合
、
判
例
は
、﹁
取
引
の
性
質
﹂

を
被
告
人
の
意
図
の
存
在
を
示
す
状
況
証
拠
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、﹁
典
型
的
な
取
引
﹂
の
場
合
に
は
、
そ
う
し
た
推

認
が
用
い
ら
れ
や
す
い
が
、
典
型
的
で
な
い
取
引
の
場
合
に
は
、
そ
う
し
た
推
認
は
難
し
く
な
る）
₇₈
（

。
た
だ
し
、
判
例
の
中
に
は
、
そ
う
し
た

推
認
の
限
定
に
否
定
的
な
も
の
も
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
九
一
年
の
ス
テ
ラ
・
ケ
ー
ス
第
八
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
判
決）
₇₉
（

は
、
非

典
型
的
な
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
取
引
で
あ
る
か
ど
う
か
を
重
視
せ
ず
に
、
意
図
の
推
認
を
認
め
た
。
本
件
の
事
実
の
概
要
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。
違
法
賭
博
の
胴
元
を
行
っ
て
い
た
被
告
人
は
、
そ
の
収
益
を
、
親
族
が
経
営
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
名
義
の
銀
行
口
座
に
貯
金
し
て

い
た
。
こ
の
た
め
被
告
人
は
、
違
法
賭
博
罪
等
と
併
せ
て
、
取
引
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
で
起
訴
さ
れ
、
ミ
ズ
リ
ー
西
部
地
区
連
邦
地

方
裁
判
所
で
有
罪
を
言
い
渡
さ
れ
た
。
被
告
人
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
売
上
げ
を
一
緒
に
預
金
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
形
で

の
違
法
な
収
益
の
貯
金
は
、
典
型
的
な
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
取
引
で
は
な
い
た
め
、
そ
こ
か
ら
資
金
を
隠
蔽
す
る
意
図
の
存
在
を
推
認
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
し
て
控
訴
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
八
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、﹁
レ
ス
ト
ラ
ン
の
収
益
が
口
座
に
入

金
さ
れ
て
い
れ
ば
、
不
法
に
も
た
ら
さ
れ
た
収
益
が
隠
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
も
っ
と
高
く
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
法
は
、
陪
審
に
、

被
告
人
が
収
益
を
う
ま
く
洗
浄
し
た
こ
と
を
判
断
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
陪
審
は
、
被
告
人
が
収
益
を
隠
す
こ
と
を
意

図
し
て
い
た
と
判
断
す
る
だ
け
で
良
い
﹂
と
述
べ
、
被
告
人
の
主
張
を
斥
け
、
控
訴
を
棄
却
し
た）
₈₀
（

。

 

⑶
　
移
転
意
図
の
原
理　
　

意
図
の
推
認
に
お
い
て
、
最
も
批
判
さ
れ
て
い
る
法
理
が
、﹁
移
転
意
図
の
原
理
（doctrine of 

transferred intent

）﹂
で
あ
る
。
移
転
意
図
と
は
、
意
図
し
て
い
た
行
為
者
の
心
理
状
態
を
、
意
図
し
て
い
な
か
っ
た
行
為
者
の
心
理
状

態
に
移
転
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
犯
罪
意
図
の
存
在
を
肯
定
す
る
法
理
で）
₈₁
（

、
一
六
世
紀
に
イ
ギ
リ
ス
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
お
い
て
確
立
し
た

と
さ
れ
る）
₈₂
（

。
一
般
的
に
、
移
転
意
図
の
原
理
が
用
い
ら
れ
る
場
面
と
し
て
は
、
殺
害
を
意
図
し
て
発
砲
し
た
と
こ
ろ
、
意
図
し
た
客
体
と
は
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異
な
る
客
体
に
命
中
し
、
死
亡
さ
せ
た
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
が）
₈₃
（

、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
と
の
関
係
で
は
、
取
引
を
計
画
し
て
い
な
い

被
告
人
が
、
計
画
者
の
意
図
に
基
づ
い
て
有
罪
判
決
を
受
け
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
意
味
す
る）
₈₄
（

。
意
図
と
い
う
成
立
要
件
の
大
幅
な

弛
緩
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
だ
け
に
、
こ
れ
ま
で
も
、
被
告
人
の
弁
護
人
に
よ
っ
て
、
移
転
意
図
の
原
理
の
採
用
は
、
一
九
五
六
条
を
違
憲

的
に
曖
昧
に
す
る
と
の
抗
弁
が
展
開
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
う
し
た
抗
弁
を
支
持
す
る
判
例
は
見
当
た
ら
な
い）
₈₅
（

。
た
だ
し
、
判
例
の
中
に
は
、

そ
も
そ
も
一
九
五
六
条
は
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
の
成
立
要
件
に
移
転
意
図
の
原
理
を
採
用
し
て
い
な
い
と
す
る
も
の
も
存
在
す
る）
₈₆
（

。

三
　
特
定
の
不
法
活
動
の
収
益
に
関
連
し
た
金
融
取
引

　

一
九
五
六
条
の
ア
ク
ト
ゥ
ス
・
レ
ウ
ス
は
、
⒜
項
⑴
号
で
は
、﹁
特
定
の
不
法
活
動
の
収
益
﹂
に
関
連
し
た
金
融
取
引
、
同
⑵
号
で
は
、

何
ら
か
の
不
法
活
動
の
収
益
を
表
し
た
支
払
手
段
や
資
金
の
輸
送
な
ど
、
同
⑶
号
で
は
、
特
定
の
不
法
活
動
の
収
益
を
表
し
た
財
産
に
関
連

し
た
金
融
取
引
で
あ
る）
₈₇
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
五
七
条
の
ア
ク
ト
ゥ
ス
・
レ
ウ
ス
は
、
犯
罪
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
一
万
ド
ル
以
上
の

価
値
の
財
産
の
金
融
取
引
で
あ
る
。

 

１
　「
不
法
活
動
」　　

こ
こ
で
い
う
﹁
不
法
活
動
﹂
の
具
体
的
な
内
容
は
、
一
九
五
六
条
⒞
項
⑺
号
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。
同
号
に
は
、

薬
物
犯
罪
に
と
ど
ま
ら
ず
、
多
種
多
様
な
犯
罪
が
、
一
九
五
六
条
の
下
で
、﹁
不
法
活
動
﹂
を
構
成
す
る
犯
罪
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
る
。
犯
罪
の
リ
ス
ト
は
、
制
定
当
初
か
ら
次
第
に
追
加
さ
れ
、
現
在
で
は
、
薬
物
犯
罪
以
外
の
も
の
が
多
数
含
ま
れ
、
さ
ら
に
は
、
組

織
犯
罪
の
資
金
源
の
遮
断
と
い
う
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
立
法
趣
旨
と
は
無
縁
の
も
の
も
数
多
く
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
被
告
人
が
、
マ

ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
と
同
時
に
、
不
法
活
動
で
あ
る
﹁
前
提
犯
罪
﹂
で
も
起
訴
さ
れ
た
場
合
、
刑
が
重
い
方
の
罪
に
軽
い
方
の
罪
が
吸
収

さ
れ
、
独
立
に
処
罰
さ
れ
な
い
と
い
う
﹁
犯
罪
の
吸
収
（m

erger of offences
）﹂
の
問
題
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
、

吸
収
を
認
め
る
べ
き
事
案
に
つ
き
、
両
方
の
犯
罪
で
有
罪
判
決
を
受
け
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
被
告
人
に
と
っ
て
過
度
な
宣
告
刑
の
引
上
げ
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に
つ
な
が
ら
な
い
場
合
に
は
、
妥
当
性
を
失
う
こ
と
は
な
い）
₈₈
（

。

 

２
　「
金
融
取
引
」　　

ま
た
、
一
九
五
六
条
⒜
項
⑴
号
お
よ
び
⑶
号
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
号
に
定
め
る
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
の
成
立
に
、

﹁
金
融
取
引
﹂
の
存
在
を
要
求
す
る
。
こ
こ
で
い
う
﹁
金
融
取
引
﹂
の
意
義
に
つ
い
て
、
一
九
五
六
条
⒞
項
⑷
号
は
、﹁
方
法
も
し
く
は
程
度

を
問
わ
ず
、
①
電
信
も
し
く
は
そ
の
他
の
手
段
に
よ
る
資
金
の
移
動
に
関
連
し
、
も
し
く
は
②
一
つ
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
支
払
手
段
に
関

連
し
、
も
し
く
は
③
不
動
産
、
自
動
車
、
船
舶
も
し
く
は
飛
行
機
の
名
義
変
更
に
関
連
し
た
州
際
も
し
く
は
外
国
通
商
に
影
響
を
与
え
る
取

引
﹂、
ま
た
は
﹁
そ
の
方
法
も
し
く
は
程
度
を
問
わ
ず
、
州
際
も
し
く
は
外
国
通
商
に
従
事
し
て
い
る
か
、
そ
れ
ら
に
影
響
を
与
え
る
活
動

を
行
っ
て
い
る
金
融
機
関
の
使
用
に
関
連
し
た
取
引
﹂
と
定
義
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
様
に
、
同
条
⒞
項
⑶
号
は
、﹁
取
引
﹂
の
意
義
に
つ

い
て
も
、﹁
購
入
、
販
売
、
貸
付
、
誓
約
、
贈
与
、
移
転
、
配
達
ま
た
は
そ
の
他
の
処
分
が
含
ま
れ
、
金
融
機
関
に
関
し
て
は
、
預
金
、
引

出
し
、
口
座
間
の
振
替
、
通
貨
の
両
替
、
融
資
、
与
信
延
長
、
株
式
、
保
証
証
券
、
預
金
証
書
、
そ
の
他
の
支
払
手
段
の
購
入
も
し
く
は
売

却
、
貸
し
金
庫
の
使
用
、
ま
た
は
、
い
か
な
る
手
段
に
よ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
金
融
機
関
に
よ
る
、
金
融
機
関
を
通
じ
た
、
も
し
く
は
金

融
機
関
へ
の
そ
の
他
の
支
払
い
、
譲
渡
も
し
く
は
給
付
が
含
ま
れ
る
﹂
と
規
定
し
て
い
る
。

　

一
九
五
七
条
も
、
同
様
に
、﹁
金
融
取
引
﹂
が
成
立
要
件
と
さ
れ
て
お
り
、
同
条
⒡
項
⑴
号
で
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
﹁
州
際
も
し
く
は

外
国
通
商
に
お
け
る
、
ま
た
は
州
際
も
し
く
は
外
国
通
商
に
影
響
を
与
え
る
、
資
金
も
し
く
は
支
払
手
段
の
、
金
融
機
関
に
よ
る
、
金
融
機

関
を
通
じ
た
、
も
し
く
は
金
融
機
関
へ
の
預
金
、
引
出
し
、
口
座
間
の
振
替
、
ま
た
は
両
替
﹂
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
文
言
に

は
、﹁
合
衆
国
憲
法
修
正
第
六
条
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
る
弁
護
権
を
保
持
す
る
た
め
に
必
要
な
取
引
を
含
ま
な
い
﹂
旨
も
定
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
の
立
法
の
変
遷
を
確
認
す
れ
ば
、
議
会
が
、
あ
ら
ゆ
る
資
金
の
振
替
や
交
付
を
金
融
取
引
と
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
と

は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
判
例
は
、
緩
や
か
な
認
定
に
よ
っ
て
﹁
金
融
取
引
﹂
の
範
囲
を
幅
広
く
認
め
て
き
た
。
こ
こ
で
い
う
﹁
金
融
取
引
﹂

は
、
銀
行
や
金
融
機
関
と
の
取
引
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
二
当
事
者
間
の
受
渡
し
も
、
一
九
五
六
条
の
定
め
る
﹁
金
融
取
引
﹂
に
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該
当
す
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
単
な
る
財
産
の
移
動
の
中
に
は
、﹁
金
融
取
引
﹂
へ
の
該
当
性
が
否
定
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
多
く
の
判
例
は
、

財
産
の
処
分
な
し
に
薬
物
犯
罪
の
収
益
を
輸
送
ま
た
は
受
領
す
る
だ
け
で
は
、
一
九
五
六
条
⒞
項
⑷
号
に
基
づ
く
﹁
金
融
取
引
﹂
を
構
成
し

な
い
と
解
し
て
い
る）
₈₉
（

。

　
⑶
　
収
益
の
範
囲　
　

一
九
五
六
条
⒜
項
⑴
号
か
ら
⑶
号
ま
で
の
す
べ
て
の
犯
罪
の
成
立
要
件
と
な
っ
て
い
る
﹁
収
益
﹂
の
意
義
を
、
判

例
は
広
く
解
し
、
①
被
害
弁
償
に
応
じ
て
裁
判
所
に
開
示
す
べ
き
で
あ
っ
た
自
動
車
の
売
却
益）
₉₀
（

、
②
盗
品
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド）
₉₁
（

、
③
麻
薬
密
売

の
収
益
で
購
入
し
た
不
動
産）
₉₂
（

、
④
盗
ん
だ
金
銭
で
支
払
わ
れ
た
家
賃）
₉₃
（

な
ど
を
、
そ
こ
に
含
め
て
き
た
。
立
法
当
初
、
一
九
五
六
条
に
は
、﹁
収

益
﹂
の
定
義
は
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、﹁
収
益
﹂
と
い
う
文
言
が
、
特
定
の
不
法
活
動
の
総
収
入
を
意
味
す
る
の
か
、
そ

れ
と
も
、
純
利
益
を
意
味
し
て
い
る
の
か
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
く
、
長
年
、
こ
の
点
に
関
す
る
下
級
審
判
例
の
判
断
は
分
か
れ
て
い

た
）
₉₄
（

。

　

そ
う
し
た
中
で
、
二
〇
〇
八
年
の
サ
ン
ト
ス
・
ケ
ー
ス）
₉₅
（

に
お
い
て
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
五
対
四
で
、﹁
収
益
﹂
の
意
義
が
曖
昧
で

あ
る
と
し
、﹁
寛
大
な
措
置
の
ル
ー
ル
（rule of lenity
）﹂
に
則
り
、﹁
収
益
﹂
の
意
義
を
、
総
収
入
で
は
な
く
純
利
益
と
解
す
る
と
の
判

断
を
下
し
た
。
そ
こ
で
、
連
邦
議
会
は
、
二
〇
〇
九
年
に
詐
欺
執
行
お
よ
び
改
善
法
（F

raud E
nforcem

ent and R
ecovery A

ct of 

2009

）
を
制
定
し
、
一
九
五
六
条
⒞
項
に
⑼
号
を
追
加
し
、﹁
収
益
﹂
を
、﹁
何
ら
か
の
不
法
活
動
の
総
収
入
を
含
む
、
そ
う
し
た
不
法
活

動
が
も
と
に
な
っ
た
、
ま
た
は
、
そ
う
し
た
不
法
活
動
を
通
じ
て
、
直
接
も
し
く
は
間
接
に
獲
得
さ
れ
、
も
し
く
は
保
持
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る

財
産
﹂
と
定
義
す
る
規
定
を
お
い
た
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
立
法
措
置
に
よ
っ
て
、
サ
ン
ト
ス
・
ケ
ー
ス
判
決
の
判
例
と
し
て
の
意
義
が
失

わ
れ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
下
級
審
で
は
、
な
お
異
な
る
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る）
₉₆
（

。

　
⑷
　
収
益
と
不
法
活
動
の
関
係　
　

収
益
と
そ
う
し
た
収
益
を
も
た
ら
し
た
不
法
活
動
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
判
例
上
も
、
明
確
で
な
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い
点
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
、
ひ
と
た
び
﹁
収
益
﹂
と
し
て
の
性
質
を
帯
び
た
金
銭
や
支
払
手
段
は
、
時
の
経
過
に
よ
っ
て
、

主
観
的
に
、
被
告
人
が
、﹁
収
益
﹂
で
あ
っ
た
と
い
う
認
識
を
欠
く
に
至
っ
て
い
た
場
合
は
も
ち
ろ
ん）
₉₇
（

、
客
観
的
に
、
不
法
活
動
に
当
た
る

当
該
犯
罪
が
時
効
を
迎
え
た
後
も）
₉₈
（

、﹁
収
益
﹂
と
し
て
の
性
質
は
維
持
さ
れ
る
（
し
た
が
っ
て
、
不
法
活
動
に
当
た
る
犯
罪
が
時
効
を
迎
え

た
後
も
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
ロ
ン
グ
罪
は
成
立
し
、
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
う
る
）。

　

不
法
活
動
と
の
関
係
で
、
い
か
な
る
時
点
か
ら
﹁
収
益
﹂
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
か
に
つ
い
て
、
控
訴
審
レ
ベ
ル
の
判
例
に
は
対
立
が

存
在
す
る
。
一
九
五
六
条
の
罪
に
関
し
て
、
判
例
の
中
に
は
、
資
金
洗
浄
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
り
も
以
前
に
、
犯
罪
に
よ
っ
て
収
益
が
も
た

ら
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
前
提
と
な
る
犯
罪
は
完
了
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
と
解
す
る
も
の
が
あ
る）
₉₉
（

。
こ
う
し
た
理
解
に

よ
れ
ば
、
資
金
洗
浄
の
た
め
の
金
融
取
引
が
行
わ
れ
る
時
点
で
、﹁
収
益
﹂
を
も
た
ら
す
不
法
活
動
が
完
了
し
て
い
な
け
れ
ば
、
一
九
五
六

条
の
罪
は
成
立
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
他
方
に
お
い
て
、﹁
収
益
﹂
を
も
た
ら
す
不
法
活
動
と
﹁
収
益
﹂
の
資
金
洗
浄
の
時
間
的

な
前
後
関
係
を
重
視
し
な
い
判
例
も
少
な
く
な
い
。
後
者
の
判
断
を
採
用
し
た
判
例
と
し
て
、
一
九
九
六
年
の
ア
レ
ン
・
ケ
ー
ス
第
五
巡
回

区
連
邦
控
訴
裁
判
所
判
決）
１００
（

が
あ
る
。

　

本
件
で
は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
資
金
を
支
払
う
よ
う
に
銀
行
で
手
配
し
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
を
受
け
取
っ
た
り
、

ロ
ー
ン
を
組
む
よ
う
に
銀
行
に
手
配
し
、
借
り
主
か
ら
報
酬
を
受
け
取
っ
た
り
し
て
い
た
銀
行
の
支
店
長
で
あ
っ
た
被
告
人
ら
が
、
そ
れ
ら

の
犯
行
に
際
し
て
行
っ
た
銀
行
の
取
引
が
、
一
九
五
六
条
⒜
項
⑴
号
Ｂ
ⅰ
の
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
に
当
た
る
と
し
て
起
訴
さ
れ
た
。
被

告
人
ら
は
、﹁
被
告
人
が
銀
行
に
無
断
で
資
金
を
受
け
取
る
ま
で
不
法
な
活
動
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
へ
の

資
金
の
支
払
い
や
借
り
主
か
ら
の
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
の
受
取
り
は
、
一
九
五
六
条
で
起
訴
す
る
に
は
早
す
ぎ
る
﹂
と
主
張
し
た
が
、
判
決
で
は
、

本
件
の
各
取
引
の
資
金
は
、
金
銭
が
銀
行
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
外
れ
、
ま
た
は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
借
り
主
の
銀
行
口
座
に
入
金
さ
れ

た
瞬
間
に
﹁
収
益
﹂
と
な
り
、
そ
の
時
点
で
銀
行
に
対
す
る
詐
欺
は
完
了
し
て
お
り
、
そ
の
後
に
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
借
主
が
被
告
人
に
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資
金
を
送
っ
た
か
ど
う
か
は
関
係
な
い
と
し
て
、
被
告
人
ら
の
主
張
は
斥
け
ら
れ
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
の
成
立
を
認
め
た
原
判
決
が

支
持
さ
れ
た）
１０１
（

。
同
様
に
、
一
九
九
八
年
の
マ
カ
リ
ウ
ス
・
ケ
ー
ス
第
七
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
判
決）
１０２
（

に
お
い
て
も
、
郵
便
詐
欺
罪
と
の
関

係
で
、
同
罪
の
計
画
は
、
郵
送
が
行
わ
れ
る
よ
り
も
か
な
り
前
の
段
階
で
収
益
を
生
み
出
す
こ
と
が
あ
り
え
る
こ
と
か
ら
、
郵
送
を
行
う
以

前
に
も
た
ら
さ
れ
た
利
益
も
、﹁
収
益
﹂
に
含
む
と
い
う
判
断
が
示
さ
れ
た）
１０３
（

。
こ
れ
ら
の
判
断
に
従
え
ば
、
複
合
的
な
構
造
で
成
り
立
っ
て

い
る
犯
罪
が
既
遂
段
階
に
至
る
よ
り
も
以
前
に
生
み
出
さ
れ
た
金
銭
な
ど
も
、﹁
収
益
﹂
に
当
た
る
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う）
１０４
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
五
七
条
の
罪
と
の
関
係
で
は
、
判
例
は
、
一
貫
し
て
、
前
提
と
な
る
犯
罪
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
を
要
す
る
と
の

立
場
を
支
持
し
て
い
る）
１０５
（

。
こ
う
し
た
相
違
は
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
客
体
に
つ
い
て
、
一
九
五
六
条
は
、﹁
特
定
の
不
法
活
動
の
収
益
﹂

と
緩
や
か
に
定
め
て
い
る
の
に
対
し
て
、
一
九
五
七
条
が
、﹁
犯
罪
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
一
万
ド
ル
以
上
の
価
値
の
財
産
﹂
と
比
較
的

制
限
的
に
規
定
し
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
⑸
　
混
合
財
産
に
お
け
る
「
収
益
」
等
の
特
定　
　

不
法
活
動
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
﹁
収
益
﹂
が
、
適
法
に
獲
得
さ
れ
た
金
銭
や
支

払
手
段
と
混
ざ
っ
て
も
、﹁
収
益
﹂
と
し
て
の
性
質
は
失
わ
れ
な
い）
１０６
（

。
合
法
な
資
金
と
混
然
一
体
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
検
察
は
、
一
九
五

六
条
の
罪
の
立
証
に
当
た
っ
て
、﹁
収
益
﹂
を
具
体
的
に
特
定
す
る
こ
と
ま
で
は
求
め
ら
れ
ず
、
取
引
に
関
連
し
た
資
金
の
一
部
が
違
法
収

益
で
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
立
証
す
れ
ば
足
り
る）
１０７
（

。
た
と
え
ば
、
被
告
人
が
、
口
座
に
特
定
の
不
法
活
動
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
は
な

い
資
金
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
根
拠
に
、
取
引
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
は
成
立
し
な
い
と
主
張
し
た
一
九
九
一
年
の
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・

ケ
ー
ス
第
七
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
判
決）
１０８
（

で
は
、
①
一
九
五
六
条
は
、
金
融
取
引
が
、
不
法
活
動
の
収
益
に
﹁
関
連
す
る
﹂
こ
と
と
規
定

す
る
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、﹁
資
金
が
、
部
分
的
に
、
特
定
の
不
法
活
動
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
取
引
に
関
連
す
る
と
き
﹂
も
、

同
条
の
罪
の
成
立
は
認
め
ら
れ
る
点）
１０９
（

、
②
立
法
者
で
あ
る
連
邦
議
会
も
、
単
に
、
他
の
資
金
と
混
じ
り
合
っ
て
い
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
だ

け
で
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
の
被
告
人
が
無
罪
に
な
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
点）
１１０
（

を
根
拠
に
、
被
告
人
の
主
張
を
斥
け
、
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被
告
人
を
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
で
有
罪
と
し
た
原
判
決
を
維
持
し
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
現
在
の
判
例
上
、
不
法
活
動
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
資
金
と
そ
れ
以
外
の
資
金
が
混
じ
り
合
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
①

被
告
人
が
、
不
法
活
動
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
収
益
に
関
連
す
る
行
為
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
、
お
よ
び
②
合
法
な
収
入
源
だ
け
で
は
、
全
資

金
の
出
所
の
説
明
が
つ
か
な
い
こ
と
を
立
証
す
れ
ば
足
り
る
と
解
さ
れ
て
い
る）
１１１
（

。
判
例
の
中
に
は
、
合
法
な
収
入
源
が
不
足
し
て
い
る
と
い

う
証
拠
が
あ
れ
ば
、
収
益
が
違
法
な
源
泉
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
陪
審
の
推
測
を
支
持
す
る
も
の
も
あ
る）
１１２
（

。

　

他
方
に
お
い
て
、
一
九
五
七
条
の
場
合
に
、
一
万
ド
ル
以
上
の
犯
罪
収
益
と
そ
れ
以
外
の
財
産
が
混
じ
り
合
っ
た
口
座
の
中
か
ら
﹁
汚
れ

た
資
金
﹂
を
特
定
す
る
こ
と
が
必
要
か
ど
う
か
に
つ
い
て
判
例
の
理
解
は
分
か
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
九
二
年
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
ケ

ー
ス
第
一
〇
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
判
決）
１１３
（

で
は
、
汚
れ
た
資
金
と
ク
リ
ー
ン
な
資
金
が
一
緒
に
収
め
ら
れ
て
い
た
被
告
人
の
銀
行
口
座
の

約
五
五
〇
万
ド
ル
の
う
ち
、
一
二
〇
万
ド
ル
分
に
つ
い
て
違
法
な
活
動
を
特
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
被
告
人
は
、
一
八
〇
万
ド
ル
を
口
座
か

ら
引
き
出
し
た
点
に
つ
き
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。
検
察
は
、
一
八
〇
万
ド
ル
の
全
額
が
、
必
然
的
に
違
法
に
も
た
ら

さ
れ
た
資
金
で
あ
る
と
は
立
証
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
第
一
〇
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
検
察
に
は
、
資
金
が
、
合
法
的
な
活

動
で
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
が
な
い
こ
と
を
立
証
す
る
必
要
は
な
い
と
述
べ
、
被
告
人
に
有
罪
を
言
い
渡
し
た
原
判
決
を
維
持
し
た）
１１４
（

。
本
判

決
と
同
様
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
他
の
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
で
も
支
持
さ
れ
て
い
る）
１１５
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
九
九
七
年
の
ラ
ト
ガ
ー
ド
・
ケ
ー
ス
第
九
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
判
決）
１１６
（

で
は
、
正
反
対
の
判
断
が
示
さ
れ
た
。
本

件
の
事
実
の
概
要
は
、
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
業
し
て
い
た
被
告
人
が
、
頻
繁
に
不
正
な
医
療
保
険
の
支
払
い
請
求
を
行
い
、
保
険
金
を
受

け
取
り
、
受
け
取
っ
た
保
険
金
を
自
ら
の
口
座
に
送
金
し
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
被
告
人
は
、
医
療
保
険
詐
欺
と
同
時
に
、
一
九
五

七
条
の
罪
で
も
起
訴
さ
れ
た
。
第
一
審
の
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
南
部
連
邦
地
方
裁
判
所
は
被
告
人
に
一
九
五
七
条
の
罪
の
成
立
を
認
め
た
の
に

対
し
て
、
被
告
人
の
控
訴
を
受
け
た
第
九
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、﹁
検
察
は
、
医
療
保
険
詐
欺
で
送
金
さ
れ
た
資
金
を
特
定
す
る
必
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要
が
あ
る
﹂
と
し
て
現
判
決
を
破
棄
し
た
。
本
判
決
は
、
二
重
の
メ
ン
ズ
・
レ
ア
が
定
め
ら
れ
て
い
る
一
九
五
六
条
の
罪
と
認
識
の
み
が
メ

ン
ズ
・
レ
ア
と
し
て
要
求
さ
れ
る
一
九
五
七
条
と
の
構
造
の
違
い
を
強
調
し
た）
１１７
（

。
ま
た
、
本
判
決
は
、
次
の
二
つ
の
点
で
、
前
述
の
ジ
ョ
ン

ソ
ン
・
ケ
ー
ス
第
一
〇
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
判
決
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
立
法
の
目
的
を
妨
げ
て
い
る
と
指
摘
し
、
同
ア
プ
ロ
ー
チ
の
採
用

を
否
定
し
た
。
第
一
に
、
資
金
の
出
所
を
隠
す
た
め
に
、
金
銭
を
混
ぜ
て
し
ま
う
の
で
あ
れ
ば
、
検
察
官
は
、
そ
の
行
為
を
一
九
五
六
条
の

罪
で
起
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
に
、
違
法
に
も
た
ら
さ
れ
た
資
金
が
一
万
ド
ル
以
上
あ
れ
ば
、
適
法
に
も
た
ら
さ
れ
た
資
金
と
混
ざ

っ
て
い
た
と
し
て
も
、
一
九
五
七
条
の
罪
を
構
成
す
る）
１１８
（

。

　
⑹
　
州
際
通
商
等
へ
の
影
響　
　

合
衆
国
法
典
第
一
八
編
一
九
五
六
条
お
よ
び
一
九
五
七
条
の
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
が
成
立
す
る
に

は
、
関
連
す
る
金
融
取
引
が
、
州
際
通
商
等
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、﹁
州
際
も
し
く
は
外
国
通
商
に
従
事
し
て
い
る
か
、
ま

た
は
影
響
を
及
ぼ
す
金
融
機
関
﹂
に
関
わ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
成
立
要
件
は
、
連
邦
管
轄
権
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
必
要

と
な
る）
１１９
（

。
し
た
が
っ
て
、
州
際
通
商
等
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
立
証
で
き
な
け
れ
ば
、
た
と
え
組
織
犯
罪
の
収
益
を
隠
蔽
す
る
た
め
の
金

融
取
引
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
て
も
、
連
邦
法
の
適
用
範
囲
外
と
な
り
、
一
九
五
六
条
ま
た
は
一
九
五
七
条
の
罪
で
の
起
訴
は
で
き

な
い
。

　

た
だ
し
、
判
例
は
、
こ
の
要
件
が
満
た
さ
れ
る
た
め
に
は
、
州
際
通
商
等
へ
の
わ
ず
か
な
影
響
が
認
め
ら
れ
れ
ば
足
り
る
と
解
し
て
き

た）
１２０
（

。
た
と
え
ば
、
①
共
同
謀
議
者
の
現
金
預
金
の
矯
正
職
員
へ
の
支
払
い）
１２１
（

、
②
州
外
の
会
社
と
の
貸
付
契
約
に
違
反
し
た
貨
幣
の
送
金）
１２２
（

、
③

自
動
車
の
購
入）
１２３
（

、
④
盗
品
で
あ
る
宝
飾
品
の
購
入）
１２４
（

、
⑤
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
建
設
へ
の
投
資）
１２５
（

、
⑥
連
邦
保
証
金
融
機
関
に
貯
蓄
さ
れ
た

資
金
の
取
引）
１２６
（

、
⑦
小
切
手
や
郵
便
為
替
に
よ
る
取
引）
１２７
（

、
⑧
薬
品
の
原
料
の
輸
送）
１２８
（

、
⑨
犯
罪
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
へ
の
現
金
供
与）
１２９
（

な
ど
で
、
州
際

通
商
等
に
影
響
が
あ
る
と
し
て
連
邦
の
管
轄
権
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
。

　
⑺
　
取
引
の
個
数
と
犯
罪
の
個
数　
　

複
雑
な
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
ス
キ
ー
ム
の
中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
州
や
国
の
多
く
の
金
融
機
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関
や
非
金
融
機
関
が
関
わ
る
も
の
も
あ
る
。
そ
う
し
た
ス
キ
ー
ム
の
中
に
は
、
犯
罪
収
益
が
、
多
数
の
機
関
の
介
在
を
経
て
、
最
終
的
に
意

図
さ
れ
た
目
的
地
に
達
す
る
も
の
も
あ
る
。 

そ
う
し
た
取
引
の
そ
れ
ぞ
れ
が
州
際
通
商
ま
た
は
外
国
通
商
に
影
響
を
与
え
る
場
合
、
一
つ

ひ
と
つ
の
移
送
や
預
金
が
、
別
個
の
犯
罪
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
起
訴
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

四　

マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
の
抗
弁

　

マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
で
起
訴
さ
れ
た
被
告
人
が
用
い
る
抗
弁
の
中
で
、
本
罪
に
固
有
の
特
徴
を
有
す
る
の
が
、
①
違
憲
的
な
あ
い
ま

い
さ
、
②
二
重
の
危
険
、
③
憲
法
上
の
不
許
容
と
い
う
三
つ
の
主
張
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
主
張
が
、
抗
弁
と
し
て
認
め
ら
れ
る
例

は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。

一
　
違
憲
的
な
あ
い
ま
い
さ

　
﹁
取
引
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
﹂
や
﹁
輸
送
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
﹂
は
、
何
ら
か
の
不
法
行
為
に
よ
っ
て
そ
の
者
の
資
金
が

取
得
さ
れ
た
こ
と
を
﹁
認
識
す
る
﹂
の
に
要
求
さ
れ
る
知
識
レ
ベ
ル
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、﹁
取
引
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
﹂

や
﹁
輸
送
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
﹂
で
起
訴
さ
れ
た
被
告
人
た
ち
は
、
同
条
の
規
定
に
お
け
る
﹁
認
識
﹂
の
意
義
が
曖
昧
で
あ
る
と
し

て
争
っ
て
き
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
判
例
は
、
法
が
ど
の
よ
う
な
行
為
を
禁
じ
て
い
る
か
を
被
告
人
が
理
解
す
る
の
に
十
分
な
内
容
が
定

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、
こ
う
し
た
主
張
を
一
律
に
斥
け
て
き
た）
１３０
（

。
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二
　
二
重
の
危
険

　
﹁
特
定
の
不
法
活
動
﹂
と
い
う
成
立
要
件
を
前
提
に
、
被
告
人
側
か
ら
申
し
立
て
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
も
う
一
つ
の
抗
弁
が
、
二
重
の

危
険
で
あ
る
。
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
に
該
当
す
る
行
為
が
、
別
の
刑
罰
法
令
に
も
抵
触
し
た
場
合
、
二
重
評
価
を
禁
じ
た
合
衆
国
憲
法
修

正
第
五
条
に
抵
触
し
、
違
憲
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
、
一
個
の
取
引
が
、﹁
取
引
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
﹂

と
﹁
輸
送
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
﹂
の
両
方
の
成
立
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
、
両
罪
で
の
起
訴
に
つ
い
て
も
、
二
重
の
危
険
に
当
た

る
と
の
抗
弁
が
申
し
立
て
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
判
例
の
立
場
は
明
確
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
一
九
九
九
年
の
ジ
ビ
・

ケ
ー
ス
第
二
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
判
決
は
、
二
つ
の
起
訴
事
実
が
、
一
つ
の
取
引
に
基
づ
く
こ
と
は
二
重
の
危
険
に
当
た
る
と
し
て
、

一
九
九
〇
年
の
グ
レ
デ
ィ
・
ケ
ー
ス
合
衆
国
最
高
裁
判
所
判
決）
１３１
（

が
採
用
し
た
、
二
重
評
価
に
当
た
る
か
ど
う
か
を
、
事
実
を
基
礎
に
判
断
す

る
﹁
同
一
行
為
（sam

e conduct

）
テ
ス
ト
﹂
を
採
用
し
、
両
罪
の
成
立
を
認
め
た
原
判
決
を
破
棄
し
た）
１３２
（

。
し
か
し
、
そ
の
後
、
一
九
九

三
年
の
デ
ィ
ク
ソ
ン
・
ケ
ー
ス
合
衆
国
最
高
裁
判
所
判
決）
１３３
（

で
、
同
一
行
為
テ
ス
ト
が
否
定
さ
れ
た
の
を
受
け
、
二
重
評
価
に
当
た
る
か
ど
う

か
を
、
成
立
要
件
を
基
礎
に
判
断
す
る
﹁
同
一
要
件
（sam

e elem
ents

）
テ
ス
ト
﹂
を
採
用
す
る
判
例
が
登
場
し
て
い
る）
１３４
（

。
同
一
要
件
テ

ス
ト
に
よ
れ
ば
、
一
個
の
行
為
に
つ
い
て
、﹁
取
引
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
﹂
と
﹁
輸
送
型
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
﹂
の
両
方
の
成

立
す
る
余
地
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

三
　
憲
法
上
の
不
許
容

　

州
際
通
商
条
項
の
下
で
の
議
会
の
権
限
の
範
囲
を
縮
小
し
、
規
制
の
対
象
と
な
る
行
為
が
、
①
﹁
経
済
的
活
動
﹂（econom

ic 

activity

）
で
あ
り
、
か
つ
②
州
際
通
商
に
対
し
て
実
質
的
な
関
係
（substantially relation

）
を
も
つ
か
、
ま
た
は
実
質
的
な
影
響
を
及

ぼ
す
（substantially affect

）
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
一
九
九
五
年
の
ロ
ペ
ズ
・
ケ
ー
ス
合
衆
国
最
高
裁
判
所
判
決）
１３５
（

を
ふ
ま
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え
て
、
被
告
人
た
ち
は
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
を
定
め
た
規
定
を
制
定
す
る
権
限
は
、
議
会
に
許
容
さ
れ
て
い
な
い
と
主
張
し
て
き
た
。

　

た
と
え
ば
、
一
九
九
八
年
の
オ
ー
ウ
ェ
ン
ズ
・
ケ
ー
ス
第
六
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
判
決）
１３６
（

で
は
、
被
告
人
が
、
州
際
通
商
に
実
質
的
な

影
響
を
及
ぼ
さ
な
け
れ
ば
、
犯
罪
的
事
業
の
領
域
を
規
制
す
る
こ
と
は
、
通
商
条
項
に
基
づ
く
議
会
の
権
限
か
ら
外
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
う

し
た
規
制
に
当
た
る
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
規
制
は
、
連
邦
議
会
に
は
で
き
な
い
と
主
張
し
た
の
に
対
し
て
、
連
邦
法
に
よ
っ
て
保
証
さ

れ
た
銀
行
の
利
用
や
国
境
を
越
え
た
金
銭
の
移
送
が
州
際
通
商
と
の
十
分
な
連
関
を
生
み
出
す
と
判
示
し
、被
告
人
の
控
訴
が
斥
け
ら
れ
た
。

他
の
巡
回
区
に
お
い
て
も
、
同
旨
の
判
断
が
下
さ
れ
て
い
る）
１３７
（

。

五　

む
す
び

　

薬
物
犯
罪
対
策
の
一
環
と
し
て
、
そ
の
収
益
の
隠
蔽
や
偽
装
を
防
ぐ
目
的
で
始
ま
っ
た
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
刑
事
規
制
は
、
そ
の
後
、

組
織
犯
罪
の
多
様
化
に
伴
い
、
対
象
と
な
る
前
提
犯
罪
を
拡
大
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
犯
罪
組
織

だ
け
で
な
く
、
多
く
の
通
常
の
犯
罪
の
収
益
に
つ
い
て
も
、
そ
の
隠
蔽
や
偽
装
に
対
し
て
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
が
適
用
可
能
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
九
・
一
一
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
以
降
、
テ
ロ
対
策
と
し
て
の
色
彩
も
強
ま
り
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
の
果
た
す
役
割
は

大
き
く
な
る
ば
か
り
で
あ
る
。
経
済
犯
罪
と
の
戦
い
の
真
っ
只
中
に
あ
る
検
察
は
、
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー
罪
、
郵
便
・
通
信
詐
欺
罪
、
Ｒ
Ｉ
Ｃ

Ｏ
法
と
並
ぶ
だ
け
の
威
力
を
も
っ
た
武
器
を
新
た
に
獲
得
し
た
と
も
い
え
よ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
判
例
上
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
の

積
極
的
な
適
用
が
支
持
さ
れ
る
一
方
で
、
単
な
る
﹁
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
の
前
提
犯
を
加
重
処
罰
す
る
た
め
の
道
具
﹂
に
な
ら
な
い
よ

う
な
﹁
歯
止
め
﹂
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
成
立
要
件
の
解
釈
に
お
い
て
か
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
テ
ロ
の
脅
威
が
お
さ
ま
る
気
配
を
見
せ
ず
、
二
〇
〇
七
年
の
金
融
恐
慌
以
後
、
ま
す
ま
す
広
が
る
社
会
格
差
を
前
に
、
ウ
ォ
ー
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ル
街
に
対
す
る
社
会
の
目
が
厳
し
さ
を
増
す
現
在
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
規
制
の
タ
ガ
が
緩
む
こ
と
は
今
後
も
想

定
し
が
た
い
。
そ
う
し
た
中
で
、
テ
ロ
活
動
の
資
金
を
含
む
不
法
資
金
の
洗
浄
・
送
金
の
多
く
で
、
金
融
機
関
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
金
融
機
関
を
、
反
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
防
御
網
の
最
前
線
と
し
て
位
置
づ
け
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
し

た
金
融
機
関
に
よ
る
反
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
取
組
み
が
一
向
に
功
を
奏
せ
ず
、
網
の
目
を
潜
り
抜
け
る
よ
う
に
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ

が
行
わ
れ
続
け
る
状
況
に
い
ら
立
ち
を
強
め
た
法
執
行
機
関
は
、
そ
の
怒
り
の
矛
先
を
金
融
機
関
内
の
上
級
幹
部
ら
個
人
に
向
け
つ
つ
あ
る

と
指
摘
さ
れ
る）
１３８
（

。
本
稿
で
も
考
察
し
た
よ
う
に
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
の
成
立
に
は
認
識
や
意
図
と
い
う
メ
ン
ズ
・
レ
ア
が
要
求
さ
れ

る
が
、
他
方
で
は
、
従
来
よ
り
、﹁
故
意
の
目
隠
し
﹂
の
法
理
が
採
用
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
そ
う
し
た
指
摘
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
そ
の
イ

ン
パ
ク
ト
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
。
今
後
、
金
融
機
関
の
経
営
者
た
ち
は
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
の
予
防
の
た
め
に
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
一
層
励
む
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

他
方
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
は
、
そ
の
適
用
範
囲
の
拡
大
に
向
け
た
、
度
重
な
る
立
法
上
の
措
置
を
講
じ
て
き

た
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
の
取
締
り
の
実
態
は
、
薬
物
犯
罪
や
組
織
犯
罪
対
策
と
は
大
き
く
か
け
離
れ
、
単
に

経
済
犯
罪
の
重
罰
化
の
手
段
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
面
が
存
在
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
法
執
行
機
関
に
よ
る
積
極
的

な
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
の
活
用
が
も
た
ら
し
て
い
る
の
は
、
刑
の
加
重
に
と
ど
ま
ら
ず
、
民
事
没
収
と
刑
事
没
収
と
い
う
強
力
な
量
刑

上
の
選
択
で
あ
る）
１３９
（

。﹁
新
た
な
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法）
１４０
（

﹂
ま
た
は
﹁
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
を
超
え
た
存
在）
１４１
（

﹂
と
し
て
の
法
執
行
機
関
の
活
用
に
は
疑
問
の
声
も

上
が
っ
て
お
り
、
今
後
の
展
開
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ク
ラ
ウ
ド
・
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ）
１４２
（

や
仮
想
通
貨
ビ
ッ
ト
・
コ
イ
ン
で
採
用
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
（
分
散
型
台
帳
技
術
）
）
１４３
（

と
い
っ
た
新

た
な
金
融
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
普
及
に
よ
り
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
規
制
は
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
マ
ネ

ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
規
制
の
先
進
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
見
せ
る
の
か
、
そ
の
動
向
か
ら
は
、
今
後
も
目
を
離
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す
こ
と
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き
な
い
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w
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（
4
）　S

ee, e.g., Scott Sultzer,  M
on

ey L
a

u
n

d
erin

g: T
h

e S
cop

e of th
e P

roblem
 a

n
d

 A
ttem

p
ts To C

om
ba

t It, 63 T
E

N
N. L

. R
E

V. 143, 148 （1995

）.

（
5
）　

マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
規
制
強
化
は
、
法
執
行
機
関
に
よ
る
違
法
薬
物
の
取
引
そ
の
も
の
の
取
締
り
が
失
敗
に
帰
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
さ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
、﹁
薬

物
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
資
金
が
あ
る
。
資
金
の
流
れ
を
止
め
な
け
れ
ば
、
薬
物
の
流
れ
は
止
め
ら
れ
な
い
﹂（D

epository Institution M
oney L

aundering A
m

endm
ents 

of 1990: H
earing B

efore T
he C

om
m

ittee on B
anking, H

ousing, and U
rban A

ffairs, U
nited States Senate, 101st C

ong., 2d Sess. 7 （1990

）（statem
ent 

of Senator H
einz

）.

）
と
の
認
識
が
高
ま
り
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
規
制
に
力
が
注
が
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
（P

A
M

E
L

A H
. B

U
C

Y, W
H

IT
E C

O
L

L
A

R C
R

IM
E C

A
SE A

N
D 

M
A

T
E

R
IA

L
S 129 （1992

）.

）。
ま
た
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
規
制
の
起
源
と
し
て
、
一
九
四
〇
年
代
か
ら
一
定
の
資
金
洗
浄
者
を
、
薬
物
犯
罪
の
共
犯
ま
た
は
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ

ー
で
有
罪
と
す
る
こ
と
を
許
容
し
て
き
た
判
例
の
存
在
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、M

aura E
. F

enningham
, A

 F
u

ll L
a

u
n

d
erin

g C
ycle is R

eqired
: P

low
in

g 

B
a

ck th
e P

roceed
s to C

a
rry on

 C
rim

e is th
e C

rim
e u

n
d

er 18 U
.S

.C
. §1956

（a

）（1

）（A

）（i

）, 70 N
O

T
R

E D
A

M
E L
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E

V. 891, 895 （1995

）.
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a
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n

d
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g L
a
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n
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en
t &

 th
e U

S
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a

triot A
ct of 2001, 10 M

SU-D
C

L J. I N
T

’ L L
. 141, 141-2 （2001

）; 

see a
lso Jeffrey R

. B
oles, F

in
a

n
cia

l S
ector E

x
ecu

tives a
s Ta

rgets for M
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ey L
a

u
n

d
erin

g L
ia

bility, 52 A
M. B

U
S. L

.J. 365, 365 
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）; K
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N
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d
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n
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同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

一
一
三
六

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪

三
一
六
四

D
isru

p
tion

 of C
rim

in
a

l F
in

a
n

ce, 93 J. C
R

IM. L
. &

 C
R

IM
IN

O
L

O
G

Y 311, 320 （2003

）.
（
8
）　

本
稿
が
着
目
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
よ
る
独
自
の
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
規
制
の
取
組
み
と
並
行
し
て
、
国
際
協
調
に
よ
る
取
組
み
も
積
極
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
と

く
に
、
薬
物
犯
罪
の
収
益
な
ど
を
没
収
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
に
批
准
各
国
に
義
務
づ
け
た
﹁
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
の
不
正
取
引
の
防
止
に
関
す
る
国
際
連

合
条
約
﹂（
一
九
八
八
年
採
択
）
と
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
対
策
に
お
け
る
国
際
協
調
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
政
府
間
会
合
、
金
融
作
業
部
会
（
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
）
も
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。﹁
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
の
不
正
取
引
の
防
止
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
﹂
に
つ
い
て
は
、
登
里
輝
男
﹁
麻
薬
犯
罪
取
締
り
の
た
め
の
国
連
麻

薬
新
条
約
﹃
国
連
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
の
不
正
取
引
防
止
条
約
﹄
①
︱
⑤
﹂
警
察
学
論
集
四
二
巻
四
号
（
一
九
八
九
）
四
〇
︱
四
六
頁
、
同
四
二
巻
五
号
（
一
九
八
九
）
一
四

二
︱
一
五
三
頁
、
同
四
二
巻
六
号
（
一
九
八
九
）
九
一
︱
一
一
四
頁
、
同
四
二
巻
七
号
（
一
九
八
九
）
一
一
〇
︱
一
三
六
頁
、
同
四
二
巻
八
号
（
一
九
八
九
）
一
二
二
︱
一
三

七
頁
、押
切
謙
徳
﹁
麻
薬
新
条
約
に
つ
い
て
﹂
判
例
タ
イ
ム
ズ
六
九
三
号
（
一
九
八
九
）
三
八
︱
四
五
頁
、森
下
忠
﹁
国
連
の
麻
薬
新
条
約
と
没
収
﹂
法
曹
時
報
四
二
巻
三
号
（
一

九
九
〇
）
四
五
七
︱
四
九
二
頁
、
藤
田
昇
三
﹁
薬
物
犯
罪
に
つ
い
て
︱
麻
薬
新
条
約
の
概
要
﹂
罪
と
罰
二
七
巻
三
号
（
一
九
九
〇
）
六
︱
一
四
頁
な
ど
を
参
照
。
ま
た
、
Ｆ
Ａ

Ｔ
Ｆ
に
つ
い
て
は
、
谷
口
清
作
﹁
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
（
金
融
活
動
作
業
部
会
）
に
よ
る
国
際
的
マ
ネ
ー
・
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
対
策
に
つ
い
て
﹂
警
察
学
論
集
五
四
巻
六
号
（
二
〇
〇
一
）

一
七
九
︱
一
九
四
頁
、
同
﹁
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
（
金
融
活
動
作
業
部
会
）
に
よ
る
国
際
的
マ
ネ
ー
・
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
対
策
に
つ
い
て
﹂
警
察
政
策
研
究
六
号
（
二
〇
〇
二
）
三
六
︱
四

四
頁
、志
賀
櫻
﹁
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
は
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
に
ど
う
対
処
し
て
き
た
の
か
﹂
金
融
財
政
事
情
六
四
巻
四
一
号
（
二
〇
一
三
）
六
〇
︱
六
五
頁
、尾
崎
寛
﹁
マ
ネ
ー
・

ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
規
制
の
現
在
、
過
去
、
未
来
⑴
八
九
年
ア
ル
シ
ュ
・
サ
ミ
ッ
ト
か
ら
始
ま
っ
た
国
際
包
囲
網
﹂
金
融
財
政
事
情
六
〇
巻
四
四
号
（
二
〇
〇
九
）
三
五
︱
三
九
頁

な
ど
参
照
。

（
9
）　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
に
つ
い
て
論
じ
た
邦
語
文
献
と
し
て
、
芝
原
邦
爾
①
﹃
経
済
刑
法
研
究
・
下
巻
﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
五
年
）
五
〇
一
︱
五

三
五
頁
、
同
②
﹁
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
﹂
法
律
時
報
六
二
巻
一
三
号
（
一
九
九
〇
）
二
〇
八
︱
二
一
三
頁
、
桐
原
弘
毅
﹁
米
国
の
マ
ネ
ー
ロ

ン
ダ
リ
ン
グ
の
取
締
り
﹂
警
察
政
策
研
究
創
刊
号
（
一
九
九
七
）
五
七
︱
七
〇
頁
、高
月
昭
年 ﹁
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
と
米
国
の
対
応
﹂
国
際
金
融
一
〇
四
四
号
（
二
〇
〇
〇
）

九
二
︱
九
六
頁
、
上
田
正
文 ﹁
諸
外
国
に
お
け
る
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
概
要
（
上
）﹂
警
察
学
論
集
四
三
巻
四
号
（
一
九
九
〇
）
五
︱
一
三
頁
を
参
照
、
本
庄
資
﹃
米
国
マ

ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
﹄（
税
務
経
理
協
会
、
二
〇
〇
六
）
を
参
照
。
ま
た
、
邦
訳
書
と
し
て
、
ロ
バ
ー
ト
・
Ｅ
・
ポ
ウ
ィ
ス
（
正
慶
孝
訳
）﹃
不
正
資
金
洗
浄
（
上
）・（
下
）﹄（
西

村
書
店
、
一
九
九
三
）、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
（
平
野
和
子
訳
）﹃
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
﹄（
三
田
出
版
会
、
一
九
九
六
）
が
あ
る
。

（
10
）　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
歴
史
を
紹
介
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
尾
崎
寛
﹁﹃
マ
ネ
ロ
ン
対
策
先
進
国
﹄
ア
メ
リ
カ
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・
②
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融
財
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事

情
六
〇
巻
四
六
号
（
二
〇
〇
九
）
六
一
︱
六
四
頁
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同
六
〇
巻
四
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号
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〇
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）
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六
︱
五
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. 91-508, 84 Stat. 1114, O
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（
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）　S
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.S. 21 （1974
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判
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介
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
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塚
本
重
頼
﹁
一
九
七
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銀
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性
﹂
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際
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法
務
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巻
七
号
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九
七
五
）
二
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︱
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五
頁
を
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M
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.S. at 436.
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D C
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ited
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es.com
/1985/02/23/business/notices-to-boston-bank-cited.htm
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d
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h
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m
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n
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A
F

T
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S. R

E
V. A

M. 24, 28-29 （1997

）.

（
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）　P

ub. L
. 98-473, T

itle II, O
ct. 12, 1984.

（
19
）　 P

ub. L
. 100-690, N

ov. 18, 1988.

（
20
）　

一
九
九
二
年
の
合
衆
国
量
刑
委
員
会
に
よ
る
研
究
に
よ
れ
ば
、
そ
の
年
に
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ー
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ン
ダ
リ
ン
グ
罪
の
量
刑
が
行
わ
れ
た
事
案
の
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
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麻
薬
取
引
と
は
無
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係
の
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ワ
イ
ト
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ー
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罪
に
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す
る
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た
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ohrer, C
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a

la
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p
a
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E
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d
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n
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（
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p
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（
24
）　P
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. 103-325, 108 Stat. 2243, Sept. 23, 1994.

（
25
）　R

atzlaf v. U
nited States, 510 U

.S. 135 （1994

）.

（
26
）　31 U

.S.C
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）.

（
27
）　P
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u

n
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ま
た
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愛
国
者
法
に
お
け
る
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
対
策
の
強
化
に
つ
い
て
紹
介
し
た
邦
語
文
献
と
し
て
、
清
水
隆
雄
﹁
テ
ロ
対
策
の
決
議
と
法
案
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
一

二
一
三
号
（
二
〇
〇
一
）
一
三
〇
頁
、
尾
崎
寛
②
・
前
掲
注
（
10
）
四
六
︱
五
〇
頁
、
岡
崎
正
江
﹁
米
国
内
国
歳
入
庁
に
お
け
る
マ
ネ
ー
・
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
へ
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組
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税
大
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ャ
ー
ナ
ル
五
号
（
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〇
〇
七
）
一
二
三
︱
一
二
八
頁
が
あ
る
。

（
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）　
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ub. L

. 108-458, 118 Stat. 3638, 3748, D
ec. 18, 2004. 

（
30
）　 A

lexander E
gbert &
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izet Steele, M
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n
d

erin
g, 53 A
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IM. L
. R

E
V. 1525, 1549 （2016

）.

（
31
）　P

ub. L
. 111-203, 124 Stat. 1381, July 21, 2010.　

ド
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
・
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
改
革
お
よ
び
消
費
者
保
護
法
に
つ
い
て
紹
介
す
る
邦
語
文
献
と
し

て
、
内
田
芳
樹
﹁D

odd-F
rank A

ct 

に
お
け
る
内
部
通
報
者
報
奨
金
制
度
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上
）・（
下
）﹂
国
際
商
事
法
務
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九
巻
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〇
一
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︱
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一
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︱
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八
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る
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（
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）　
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. 112-199, 126 Stat. 1465, N
ov. 27, 2012.
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）　18 U

.S.C
. § 1956
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）（1

）（2012
）.
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）　Id

. § 1956
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）（2

）.

（
35
）　Id

. § 1956
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）（3
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36
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 Steele, su
p
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 note30, at 1528.
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.S.C
. § 1956
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）.
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）　I.R
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. § 1956
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）（ii
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）.
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）　Id
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）.

（
41
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. § 1956
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）.
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. § 1956
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）.
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）　Id

. § 1956
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）.
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①
・
前
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注
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9
）
五
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︱
五
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六
頁
を
参
照
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（
48
）　S

ee U
nited States v. A

dair, 436 F.3d 520, 526 （5th C
ir. 2006

）; U
nited States v. B

ierd, 217 F.3d 15, 23 （1st C
ir. 2000

）; U
nited States v. K

necht, 55 

F.3d 54, 57 （2d C
ir. 1995

）.

（
49
）　J. K

E
L

LY S
T
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D
E

R, U
N

D
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ST

A
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IT
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L

L
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R C
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IM
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］ （4th ed., 2017

）.

（
50
）　E

gbert and Steele, su
p

ra
 note 30, at 1549.

（
51
）　U

nited States v. V
elez, 586 F.3d 875, 877 （11th C

ir. 2009

）.

（
52
）　U

nited States v. Stanford , 823 F.3d 814 （5th C
ir. 2016

）.

（
53
）　U

. S. S
E

N
T

E
N

C
IN

G C
O

M
M

’ N, U
N

IT
E

D S
T

A
T

E
S S
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E

N
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IN
G M

A
N

N
U

A
L ［hereinafter U

SSC

］ § 2S 1.1 （a

）（2

）（2016

）.

（
54
）　

U
. S

. S
E

N
T

E
N

C
IN

G C
O

M
M

’ N R
E

P
O

R
T, 105T

H
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O
N

G.: S
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N
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E
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G P
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Y F
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R M
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E

Y L
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R
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P
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R
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）.

（
55
）　C

hristopher J. F
ernandez, G
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p

in
g F

ra
u

d
 a

n
d

 M
on

ey L
a

u
n

d
erin

g u
n

d
er th

e F
ed

era
l S

en
ten

cin
g G

u
id

elin
es: T

h
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eed
 for U

n
iform

ity 
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d
 P

rop
ortion

a
lity, 58 W

A
SH. &

 L
E

E L
. R

E
V 605, 629-30 （2001

）.

（
56
）　U

SSC
, § 2S 1.1 （a

）（1

）; see a
lso E

gbert &
 Steele,  su

p
ra

 note 30, at 1547.

（
57
）　P

au
l J. H

ofer &
 M

ark H
. A

llen
bau

gh
, T

h
e R
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 B
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in
d
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u
les: F
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n
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. at 82; E
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 Steele,  su
p
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 note 30, at 1547.

（
59
）　S

ee U
nited States v. B

ockius, 228 F.3d 305, 311-13 （3d C
ir. 2000

）; U
nited States v. F

errouillet, 1997 U
.S. D

ist. L
E

X
IS 7166, *11 （E

.D
. L

a. M
ay 19, 

1997

）; U
nited States v. B

art, 973 F. Supp. 691, 694 （W
.D

. Tex. 1997
）.

（
60
）　

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
西
部
地
区
の
連
邦
検
事
は
、
実
務
上
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
で
起
訴
し
た
訴
訟
を
維
持
す
る
た
め
に
、
検
察
が
答
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
四
つ

の
問
い
と
し
て
、
①
何
の
取
引
か
、
②
金
銭
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
、
③
被
告
人
は
、
い
か
に
し
て
金
銭
が
汚
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
か
、
④
そ
の
金
銭
で
何
を
し
よ
う

と
し
て
い
た
の
か
を
あ
げ
て
い
る
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ey L
a

u
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d
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n

d
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e P
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U

L
L. 5 

（2013

）.
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（
61
）　V

elez, 586 F.3d at 877; U
nited States v. H

ill, 167 F.3d 1055, 1066 （6th C
ir. 1999

）; see a
lso U

nited States v M
aher, 108 F.3d 1513, 1525-26 （8th C

ir. 

1997

）.
（
62
）　U

nited States v. B
ansal, 663 F.3d 634, 646 （3d C

ir. 2011

）.

（
63
）　U

nited States v. F
razier, 605 F.3d 1271, 1282 （11th C

ir. 2010

）.

（
64
）　S

ee U
nited States v H

uynh, 420 F. A
pp’x 309, 320 （5th C

ir. 2011

） （﹁
本
法
廷
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
多
額
の
現
金
を
犯
罪
の
認
識
の
指
標
と
み
な
し
て
き
た
﹂
と

判
示
）; U

nited States v. H
utcher, 132 F. A

pp’x 468, 477-79 （4th C
ir. 2005

） （
認
識
に
関
す
る
状
況
証
拠
に
は
、
家
族
関
係
、
本
当
に
利
益
を
得
る
者
の
代
わ
り
に
、

自
ら
の
名
義
で
取
引
を
行
う
と
い
う
意
思
、
お
よ
び
組
織
的
な
現
金
取
引
が
含
ま
れ
る
と
判
示
）; U

nited States v. P
izano, 421 F.3d 707, 723 （8th C

ir. 2005

） （
被
告

人
と
麻
薬
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
の
関
係
と
被
告
人
の
資
金
源
に
関
し
て
嘘
を
述
べ
た
と
い
う
事
実
は
、
被
告
人
が
麻
薬
の
収
益
に
関
す
る
取
引
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て

い
た
こ
と
を
証
明
す
る
の
に
十
分
な
状
況
証
拠
で
あ
る
と
判
示
）; U

nited States v. C
assano, 372 F.3d 868, 877-78 （7th C

ir. 2004

） （
第
三
者
が
拘
置
所
に
い
た
間
に
、

被
告
人
が
第
三
者
の
小
切
手
を
換
金
し
、
第
三
者
が
釈
放
さ
れ
た
後
も
小
切
手
の
換
金
を
続
け
、
こ
の
役
割
に
高
額
が
支
払
わ
れ
、
小
切
手
へ
の
連
署
を
拒
否
し
た
と
い
う
状

況
証
拠
は
、
認
識
の
証
明
と
し
て
十
分
で
あ
る
と
判
示
）, va

ca
ted

 on
 oth

er grou
n

d
s, 125 S

. C
t. 1018, 1018 

（2005

）; U
nited States v. C

orchado-P
eralta, 

318 F.3d 255, 258 （1st C
ir. 2003

） （
陪
審
は
、ぜ
い
た
く
な
生
活
ス
タ
イ
ル
と
財
産
を
説
明
す
る
の
に
十
分
な
適
法
な
収
入
が
存
在
し
な
い
と
言
う
状
況
証
拠
に
基
づ
い
て
、

妻
が
、
麻
薬
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
あ
る
夫
の
資
金
源
を
認
識
し
て
い
た
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
判
示
）; U

nited States v. H
enry, 325 F.3d 93, 104 （2d C

ir. 2003

） （
小

切
手
の
代
わ
り
に
茶
色
の
紙
袋
に
入
っ
た
現
金
五
万
ド
ル
を
受
け
取
っ
た
と
い
う
状
況
証
拠
は
、
そ
れ
が
違
法
な
資
金
源
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
を

示
す
の
に
十
分
で
あ
る
と
判
示
）; U

nited States v. O
tis, 127 F.3d 829, 835 （9th C

ir. 1997

） （
被
告
人
の
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
の
連
絡
先
、
交
友
関
係
、
犯
罪
歴
は
、
被
告
人

が
駐
車
場
で
第
三
者
に
引
き
渡
し
た
金
額
が
犯
罪
収
益
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
に
は
十
分
で
あ
る
と
判
示
）; U

nited States v. Torres, 53 F.3d 1129, 

1137 

（10th C
ir. 1995

） （
被
告
人
が
合
法
な
収
入
を
得
て
い
な
い
こ
と
や
、
麻
薬
を
売
っ
て
収
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増
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す
こ
と
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る
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へ
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識
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き
る
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示
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n, 53 F.3d 312, 314 （11th C
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） （
陪
審
が
、
被
告
人
の
振
る
舞
い
を
観
察
し
て
、
被
告
人
の
証
言
は
信
じ
ら
れ
ず
、
真
実

は
逆
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
否
定
す
る
被
告
人
の
証
言
は
、
そ
れ
自
体
で
犯
罪
の
認
識
要
件
を
立
証
す
る
こ
と
に
な
り
う
る
と
判

示
）.

（
65
）　S

ee U
nited States v. Sayakhom

, 186 F.3d 928, 943 n.8 （9th C
ir. 1999

）; U
nited States v. B

ader, 956 F.2d 708, 710 （7th C
ir. 1992

）; U
nited States v. 

A
ntzoulatos, 962 F.2d 720 （7th C

ir. 1992

）. S
ee a

lso, Senate C
om

m
ittee on the Judiciary, T

h
e M

on
ey L

a
u

n
d

erin
g C

rim
es A

ct of 1986, S. R
ep. N

o. 

99-433 at 10 （1986

）.
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（
66
）　S

ee U
nited States v. L

ogan, 593 F. A
pp’x 179, 185 （4th C

ir. 2014

）; U
nited States v. C

lay, 618 F.3d 946, 953-54 （8th C
ir. 2010

）; U
nited States v. 

F
lores, 454 F.3d 149, 155-56 （3d C

ir. 2006

）; U
nited States v. F

reem
an, 434 F.3d 369, 378-79 （5th C

ir. 2005

）; U
nited States v. M

urray, 154 F. A
pp’x 

740, 744 （11th C
ir. 2005

）; U
nited States v. E

pstein, 426 F.3d 431, 440 （1st C
ir. 2005

）; U
nited States v. F

inkelstein, 229 F.3d 90, 97 （2d C
ir. 2000

）; 

see a
lso  S. R

ep. N
o. 99-433 at 9-10 （1986

）.

（
67
）　F

rans J. von K
aenel, W

illfu
l B

lin
d

n
ess: A

 P
erm

issible S
u

bstitu
te for A

ctu
a

l K
n

ow
led

ge U
n

d
er th

e M
on

ey L
a

u
n

d
erin

g C
on

trol A
ct? , 71 

W
A

SH. U
. L

. Q
. 1189, 1209-12 

（1993

）. 

故
意
の
目
隠
し
の
法
理
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
川
崎
友
巳
﹁
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
﹃
無
責
任
﹄
な
経
営
者
の
刑
事
責
任
﹂

同
志
社
法
学
六
〇
巻
八
号
（
二
〇
〇
九
）
一
︱
二
四
頁
。S

ee a
lso, J

O
SH

U
A D

R
E

SSL
E

R, U
N

D
E

R
ST

A
N

D
IN

G C
R

IM
IN

A
L L

A
W

 § 10.04 ［B

］（7th ed., 2015

）.

（
本
書
第
四
版
の

邦
訳
書
と
し
て
、
ヨ
シ
ュ
ア
・
ド
レ
ス
ラ
ー
︹
星
周
一
郎
訳
︺﹃
ア
メ
リ
カ
刑
法
﹄︹
レ
ク
シ
ス
ネ
ク
シ
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
、
二
〇
〇
八
︺
一
八
五
︱
一
八
七
頁
を
参
照
）

（
68
）　

U
nited States v. A

dorno-M
olina, 774 F.3d 116, 125 （1st C

ir. 2014

）.

（
69
）　Id

. at 125.

（
70
）　S

T
R

A
D

E
R, su

p
ra

 note 49, at § 16.03.

（
71
）　Id

.

（
72
）　E

gbert &
 S

teele, su
p

ra
 n

ote 30, at 1542. S
ee a

lso P
ach

o N
agel an

d
 C

h
ristop

h
er W

iem
an

, M
on

ey
 L

a
u

n
d

erin
g, 52 A

M. C
R

IM. L
. R

E
V. 1357, 

1377 （2015

）; C
arolyn H

art, M
on

ey L
a

u
n

d
erin

g, 51 A
M. C

R
IM. L

. R
E

V. 1449, 1469 （2014

）; K
evin Scura, M

on
ey L

a
u

n
d

erin
g, 50 A

M. C
R

IM. L
. R

E
V. 

1271, 1291 （2013

）; G
enny N

gai, M
on

ey L
a

u
n

d
erin

g, 49 A
M. C

R
IM. L

. R
E

V. 1011, 1030 （2012

）;. A
nna D

riggers, M
on

ey L
a

u
n

d
erin

g, 48 A
M. C

R
IM. L

. 

R
E

V. 929, 948 

（2011

）; E
m

in A
kopyan, M

on
ey L

a
u

n
d

erin
g, 47 A

M. C
R

IM. L
. R

E
V. 821, 839 

（2010

）; M
ark A

. P
rovost, M

on
ey L

a
u

n
d

erin
g, 46 A

M. 

C
R

IM
. L

. R
E

V. 837, 856 

（2009

）; L
au

ra S
. N

ew
lan

d
, M

on
ey

 L
a

u
n

d
erin

g, 45 A
M

. C
R

IM
. L

. R
E

V. 741, 759 

（2008

）; T
racy T

u
cker M

an
n

, M
on

ey 

L
a

u
n

d
erin

g, 44 A
M. C

R
IM. L

. R
E

V. 769, 786 （2007

）; M
ichael M

cgunn, M
on

ey L
a

u
n

d
erin

g, 43 A
M. C

R
IM. L

. R
E

V. 739, 755 （2006

）; H
elesa K

. L
aheya, 

M
on

ey L
a

u
n

d
erin

g, 42 A
M. C

R
IM. L

. R
E

V. 699, 715 （2005

）; Justin Serafini, M
on

ey L
a

u
n

d
erin

g, 41 A
M. C

R
IM. L

. R
E

V. 887, 903 （2004

）; C
hristopher 

B
oran, M

on
ey L

a
u

n
d

erin
g, 40 A

M. C
R

IM. L
. R

E
V. 847, 863 （2003

）; M
on

ey L
a

u
n

d
erin

g, 39 A
M. C

R
IM. L

. R
E

V.  839, 855 （2002

）; D
aniel H

. A
pril and 

A
ngelo M

. G
rasso, M

on
ey L

a
u

n
d

erin
g, 38 A

M. C
R

IM. L
. R

E
V.1051, 1070 （2001

）; K
irk M

cC
orm

ick &
 B

rian Stekloff, M
on

ey L
a

u
n

d
erin

g, 37 A
M. C

R
IM. 

L
. R

E
V. 729, 747 （2000

）; B
arrett A

tw
ood and M

olly M
cC

onville, M
on

ey L
a

u
n

d
erin

g, 36 A
M. C

R
IM. L

. R
E

V. 901, 918 （1999

）. 

こ
れ
に
対
し
て
、
取
引
型
マ

ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
の
③
と
④
は
、
規
定
で
は
、﹁
意
図
﹂
と
い
う
文
言
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、﹁
取
引
が
計
画
さ
れ
た
目
的
﹂
と
い
う
﹁
認
識
﹂
の
対
象
と
解
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す
る
も
の
と
し
て
、G

. R
ichard Strafer, M

on
ey L

a
u

n
d

erin
g:  T

h
e C

rim
e of th

e 90’s, 27 A
M. C

R
IM. L

. R
E

V. 149, 172-76 （1989

）; S
T

R
A

F
E

R, su
p

ra
 note 49, 

at §15.02 ［A

］ and §16.03 ［A

］［2

］; J
O

H
N K

. V
IL

L
A, B

A
N

K
IN

G C
R

IM
E §8.22-8.26 （2008 Supp. 2016

）.
（
73
）　S

ee U
nited States v. Seher, 562 F.3d 1344, 1363 （11th C

ir. 2009

）.

（
74
）　S

ee U
nited States v. D

elgado, 653 F.3d 729, 737 （8th C
ir. 2011

）; U
nited States v. H

all, 434 F.3d 42, 50 （1st C
ir. 2006

）.

（
75
）　C

uellar v. U
nited States, 553 U

.S. 550 （2008

）.

（
76
）　Id

. at 568 （quoting 18 U
.S.C

. § 1956

（a

）（2

）（B

）（i

））.

（
77
）　

た
と
え
ば
、
一
九
九
一
年
の
サ
ン
ダ
ー
ス
・
ケ
ー
ス
第
一
〇
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
判
決
（U

nited States v. Sanders, 929 F.2d 1466 （10th C
ir. 1991

）.

）
で
は
、

薬
物
犯
罪
の
資
金
を
隠
蔽
す
る
た
め
に
二
台
の
自
家
用
車
の
購
入
に
当
て
た
と
し
て
起
訴
さ
れ
、
第
一
審
の
オ
ク
ラ
ホ
マ
西
部
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
有
罪
判
決
を

受
け
た
被
告
人
の
控
訴
に
対
し
て
、
一
台
に
つ
い
て
は
、
被
告
人
と
そ
の
夫
が
購
入
に
関
わ
り
、
販
売
員
に
も
知
ら
れ
て
い
る
し
、
購
入
後
も
、
隠
す
こ
と
な
く
使
用
し
て
い

る
こ
と
、
も
う
一
台
に
つ
い
て
も
、
娘
名
義
に
な
っ
て
い
た
が
、
購
入
契
約
が
被
告
人
や
そ
の
夫
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
際
、
娘
も
立
ち
会
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
だ
け
で
は
、

意
図
の
立
証
に
は
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
、
原
判
決
を
棄
却
し
、
無
罪
を
言
い
渡
し
た
。

（
78
）　S

ee U
nited States v. D

em
m

itt, 706 F.3d 665, 678-79 （5th C
ir. 2013

） （
伝
統
的
な
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
用
い
て
い
た
証
拠
が
な
く
、
単
に
被

告
人
が
詐
欺
に
よ
る
収
益
の
一
部
を
息
子
に
送
っ
て
い
た
だ
け
で
は
、﹁
資
金
の
支
払
い
﹂
で
し
か
な
く
、﹁
資
金
の
洗
浄
（
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
）﹂
を
し
た
こ
と
に
は
な

ら
な
い
と
判
示
）, cert. d

en
ied

, 134 S. C
t. 420 （2013

）; U
nited States v. R

ichardson, 658 F.3d 333, 341-42 （3d C
ir. 2011

） （
麻
薬
デ
ィ
ー
ラ
ー
が
、
麻
薬
の
資

金
を
使
っ
て
住
居
を
購
入
す
る
際
、
恋
人
の
名
義
を
使
う
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
恋
人
が
、
そ
の
理
由
を
、
麻
薬
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
悪
く
、
不
動
産

を
購
入
で
き
な
か
っ
た
か
ら
と
説
明
し
た
と
き
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
立
証
と
し
て
十
分
で
は
な
い
と
判
示
）.

（
79
）　U

nited States v. Sutera, 933 F.2d 641 （8th C
ir. 1991

）.

（
80
）　Id

. at 646.

（
81
）　S

ee A
nthony M

. D
illof, Tra

n
sferred

 In
ten

t: A
n

 In
qu

iry in
to th

e N
a

tu
re of C

rim
in

a
l C

u
lp

a
bility, 1 B

U
F

F. C
R

IM. L
. R

E
V. 501 （1998

）; D
ouglas N

. 

H
u

sak, T
ra

n
sferred

 In
ten

t, 10 N
O

T
R

E D
A

M
E J. L

, E
T

H
IC

S &
 P

U
B. P

O
L

IC
Y 65 

（1996

）; M
itch

ell K
eiter, W

ith
 M

a
lice tow

a
rd

 A
ll: T

h
e In

crea
sed

 

L
ea

th
a

lity of V
iolen

ce R
esh

a
rp

es Tra
n

sferred
 In

ten
t a

n
d

 A
ttem

p
ted

 M
u

d
er L

a
w

, 38 U
.S.F.L

. R
E

V. 261 （2004

）.

（
82
）　R

egina v. Saunders, 2 P
low

d. 473, 75 E
ng. R

ep. 706 （1576

）.

（
83
）　S

ee D
R

E
SSL

A
R, su

p
ra

 note 66, at §10.04 ［A

］［3

］［a

］.



（　
　
　
　

）

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
罪

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

一
一
四
三

三
一
七
一

（
84
）　E

gbert and Steele, su
p

ra
 note 30, at 1544.

（
85
）　S

ee U
nited States v. A

w
an, 966 F.2d 1415, 1424-25 （11th C

ir. 1992

）.
（
86
）　S

ee id
. at 1425. 

他
方
に
お
い
て
、
一
九
五
六
条
⒜
項
⑴
号
Ｂ
に
は
、﹁
意
図
﹂
は
成
立
要
件
で
は
な
く
、﹁
認
識
﹂
の
対
象
で
あ
り
、﹁
受
動
態
で
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、

明
ら
か
に
、
誰
か
他
の
者
の
意
図
（
取
引
を
﹁
計
画
﹂
し
た
者
の
意
図
）
の
﹃
認
識
﹄
を
メ
ン
ズ
・
レ
ア
と
し
て
要
求
し
て
い
る
﹂
と
解
す
る
も
の
と
し
て
、Strafer, 

su
p

ra
 note 72, at 162; V

IL
L

A
, su

p
ra

 note 72, at § 8.25-8.26.

（
87
）　18 U

.S.C
. § 1956

（a

）（1

） （2016

）.

（
88
）　U

nited States v. O
live , 804 F.3d 747 （6th C

ir. 2016

）.

（
89
）　U

nited States v. P
uig-Infante, 19 F.3d 929, 938 （5th C

ir. 1994

）. 

た
だ
し
、
薬
物
犯
罪
の
収
益
の
交
付
と
組
み
合
わ
せ
ら
れ
れ
ば
、
輸
送
も
﹁
金
融
取
引
﹂
に
当
た

る
と
解
さ
れ
て
い
る
（S

ee U
nited States v. G

otti, 459 F.3d 296, 335-36 （2d C
ir. 2006

）; U
nited States v. E

lso, 422 F.3d 1305, 1310 n.7 （11th C
ir. 2005

）; 

U
nited States v. P

itt, 193 F.3d 751, 762 （3d C
ir. 1999

）; U
nited States v. G

arcia A
brego, 141 F.3d 142, 160 （5th C

ir. 1998

）.

）。

（
90
）　U

nited States v. F
rank, 354 F.3d 910, 919 （8th C

ir. 2004

）.

（
91
）　U

nited States v. C
arcione, 272 F.3d 1297, 1303 （11th C

ir. 2001

）.

（
92
）　U

nited States v. D
iaz, 190 F.3d 1247, 1257 （11th C

ir. 1999

）.

（
93
）　U

nited States v. L
adum

, 141 F.3d 1328, 1340 （9th C
ir. 1998

）.

（
94
）　
﹁
収
益
﹂
を
﹁
総
収
入
（gross incom

e

）﹂
と
解
す
る
も
の
と
し
て
、U

nited States v. Ianaboni, 363 F.3d 1 

（1st C
ir. 2004

）。
こ
れ
に
対
し
て
、﹁
純
利
益
（net 

profts

）﹂
と
解
す
る
も
の
と
し
て
、U

nited States v. Scialabba, 282 F.3d 475 （7th C
ir. 2002

）。
さ
ら
に
、
ど
ち
ら
の
理
解
に
た
つ
か
曖
昧
な
も
の
と
し
て
、U

nited 

States v. Santos, 553 U
.S. 507, 514 （2008

）.

（
95
）　S

a
n

tos, 553 U
.S. at 507.

（
96
）　

溯
及
適
用
の
禁
止
を
理
由
に
、
サ
ン
ト
ス
・
ケ
ー
ス
判
決
以
前
の
事
案
へ
の
判
例
の
拘
束
力
を
否
定
し
た
も
の
と
し
て
、U

nited States v. G
rasso, 724 F.3d 1077, 

1094 （9th C
ir.

）, cert. d
en

ied
, 134 S. C

t 484 （2013

）。
こ
れ
に
対
し
て
、
通
信
詐
欺
罪
の
総
収
入
が
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
有
罪
判
決
を
支
持
す
る
か
ど
う
か
、
あ

る
い
は
純
利
益
を
必
要
と
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
も
の
と
し
て
、U

nited States v. A
slan, 644 F.3d 526, 550 

（7th C
ir. 2011

）; 

R
achel Z

im
arow

ski, Ta
kin

g a
 G

a
m

ble: M
on

ey L
a

u
n

d
erin

g a
fter U

n
ited

 S
ta

tes v. S
a

n
tos, 112 W

. V
A. L

. R
E

V. 1139 （2010

）.

（
97
）　U

nited States v. L
oe, 248 F.3d 449, 463 （5th C

ir 2001

）.
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（
98
）　U

nited States v. D
e L

a M
ata, 266 F.3d 1275, 1292 （11th C

ir 2001

）.
（
99
）　S

ee, U
nited States v. K

ennedy, 64 F.3d 1465, 1477 （10th C
ir. 1995

）; U
nited States v. C

abrales, 524 U
.S. 1, 2

（1998

）; 118 S.C
t. 1772, 1773 （1998

）, 

141 L
.E

d.2d 1, 2 （1998

）; U
nited States v. C

hristo, 129 F.3d 578, 580 （11th C
ir. 1997

）. S
ee a

lso, H
elen G

redd &
 K

arl D
. C

ooper, M
on

ey L
a

u
n

d
erin

g, 

in W
H

IT
E C

O
L

L
A

R C
R

IM
E

: B
U

SIN
E

SS A
N

D R
E

G
U

L
A

T
O

R
Y O

F
F

E
N

SE
S §2A

. （O
tto O

berm
aier et al eds. 2016

）.

（
１００
）　U

nited States v. A
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